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MT白 書発行 にあた って

筑波女r大 学短期大学部 教授 坂本義行

 2000年 を迎 え、 情 報通 信 技 術 の 進 展 と低 価 格 化 に

よ り、.一段 と グ ロ ーバ リゼ ー シ ョンの 流 れ が 加 速 し

て き てい る。 イ ン ター ネ ッ トの 急 速 な普 及 は 我 々の

コ ミュニ ケー シ ョン 手段 に 大 きな 変 化 を もた ら し、

ビ ジ ネ スの 方 法 まで も根 本 的 に 変 化 しつ つ あ る 。

  21世 紀 の 社 会 は グ ロー バ ル ネ ッ トワー クが必 須 ア

● テム・な・てきてい・・多 くの社会活動がネ・・
  ワー ク を介 して ボ ー ダ レス で 行 な わ れ る で あ ろ う。

 例 え ば 、 電 」㌦商 取 引(EC)で は、 金 銭 の 授 受 が

あ り、 この 金 銭 は モ ノや サ ー ビ スの 対価 と して動 く。

そ こで は 契約 の 中 身 が 正確 に理 解iif能 な 言語 が必 要

とな る。 す な わ ち、機 械 翻 訳 あ る い は 多 言語 間情 報

処 理技 術 の 進 歩 が 重 要 な 課 題 とな る で あ ろ う。

 当 協 会 で は 、 本 年3月 を 目途 にMT白 書(仮 称)

の 発 行 を 目指 して い る 。 そ の 内容 は 、 大 き く4部 か

らな る。

   第1部 と して 、21世 紀 に 向 け て 世 界 に お け る 社 会

  動 向 、 と くに イ ン ター ネ ッ トや電f商 取 引 の動 向 と

  世 界 にお け る 言 語 的 背 景 の 問 題 点 と して 、情 報伝 達

  メデ ィア と して のf1語 、 日 ・米 ・欧 に お け る 言語 処

轄 難 灘 猟 瓢 溜 晒 言吾社会の

 第2部 で は 、 機 械 翻 訳 シ ステ ム の 現状 とい う こ と

で 、 そ の 利 用 形態 、 市場 調 査 と して 、 翻訳 ソ フ トベ

ン ダー へ の ア ンケ ー ト調 査 、 翻 訳 専門 家 へ の イ ン タ

ビ ュー 調 査 、 さ ら に イ ン ター ネ ッ トに よる 一…般 ユ ー

ザ に対 す るア ンケ ー ト調 査 を実 施 し、 そ の 詳細 な 分

析 結 果 を報 告 す る 。 さ らに 要 素技 術 編 と して 、 「機

械 翻 訳 シ ステ ム は どの よ う に作 られ て い る の か」 と

い う視 点 か ら と、 翻 訳 の 品 質 に つ い て 最 新 の 商 用 ソ

フ トを用 い た 翻 訳 実験 を行 い 、 そ の 翻 訳 結 果 を紹 介

す る こ と に よ り、 現 在 の ソ フ トが どの くらい使 え る

の か を判 断 す る材 料 を提 供 す る 。 これ に よ り日本 国

内 にお け る 機 械 翻 訳 シ ステ ム の 実態 を 明 らか にす 惹 、

 第3部 は 、 [%li1111[7処理 技 術 の将 来 とい うこ とで 、機

械 翻訳 が牽 引 す る 自然 、1語処理 ア プ リケ ー シ ョン と

して 、 ロ ー カ リゼ ー シ ョ ン、 自動 通 訳 、 自然 、1語対

話 、 多ti語 知 識 マ ネジ メ ン トとい っ た問 題 を と りあ

げ て将 来へ の技 術 展 望 を示 す,,さ ら に、 市場 展 望 と

して 、 産 業 に'チえ る 影響 、 開発 しな けれ ば な らな い

技 術 、技 術 ロ ー ドマ ップ を示 す 、、,「語 処 理技 術 の 品

質 を 向 ヒさせ る 基盤 と して 、 大 規模 、1語資 源 の 構 築

につ い て も述 べ る。

 第4部 で は 、提,1と い う形で 、21世 紀 の ボ ー ダ レ

ス杜 会活 動 に は機 械 翻 訳(多 、 r.処理技 術)が 必 須

要素 と な る こ とか ら、,1語 処 理 の 品 質ll`1ヒには tfi.111111

資 源 の整 備 が 必 要 で あ り、個 々の 組 織 で はlsle が あ

り、 国家 プ ロ ジ ェ ク トと しての 支援 が 必 要で あ る 、、

ア ジ ア を 中心 と した クロ ス リ ンガ ル ・コ ミュニ ケー

シ ョンの 処 理 技 術 が 重要 とな る だ ろ う,,ま た 、 、1語

処 理 技 術 の 隣 接 分 野 へ の 適 用 に よ る"IT技 術 を 推

進 す る た め に は 、 そ れ らの 標 準 化 が 不uJ欠 で あ る"

とい っ た 内容 を盛 り込 む1つ定 で あ 惹 、

 こ れ まで は 、機 械 翻 訳の 個 々の 技 術 開 発 につ い て

は 、学 会 等 で 報 告 が な され て き たが 、 長 期 展 望 とい

う形 で 、 そ の 全体 像 を 示 した もの は 見 当た ら ない よ

うに思 う。 また 市場 の実 態 につ いて も、 そ の 規模 や

内容 を 正確 に 報 告 され た例 は 見'11た ら ない 、,この よ

うな資 料 を提 供す る こ とに よ り、ベ ン ダ ー側 で は 、

シ ス テ ム につ い て の 新 しい応 用 分 野 と して 、 信 頼 の

お け る電 子 商取 引 用 の ソ フ トの 開 発 とい った 新 しい

付 加 価 値 を 見 出 して欲 しい し、 ツ∫ユ ーザ 側 で は 、

現 在 の シス テ ム の実 態 を 知 る こ と に よ り、 目的 別 に

よ り具 体 的 な利 用 法 の 発 見 につ なが れ ば 、 iii'を発

行 す る 意義 が 見 出せ る の で は な い だ ろ う か、,
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"MT in the Great Translation Era"

September 13-17,1999, Singapore

 第7回MT Summitが 、 昨 年 の 秋 、 AAMTの 主催 に よ り、 シ ン ガポ ー ルに て 開 催 され ま した 。 海

外 で の 開 催 に もか か わ らず 、 日本 か らは75名 と多 数 が 参 加 し、 討 議 、 研 究 、 交 流 を深 め 、 成 功 裏 に

終 え る こ とが 出 来 ま した。 そ の状 況 を 報 告 い た し ます 。

 2年 毎 に ア ジ ア 太'}乙洋 地 域(AAMT)、 ヨ ー ロ ッ パ(EAMT>,ア メ リ カ(AMTA)と 順 番:に 開 催 さ

れ るM・ サ … は・^f・1はAAM・ が 娼 ・な り・ ま さに 地 域 の ・11心で あ る シ ・ ガポ ー ル で 開 催 ●

され 、 シ ン ガ ポ ー ル 大 学 ・KRDL(ケ ン ト ・リ ッ ジ ・デ ジ タ ル ・ラ ボ ラ ト リ ズ)が 会 議 場 と な っ た 。

 期 間は'99年9月13日 か ら17日 まで チ ュー トリア ル と ワー ク シ ョ ップ を前 後 に計5日 間で 、世 界30

ヶ国 か ら、招 待 者30名 、 ・般 論 文発 表 者65名 、 展 示 参 加 者15名 を 含 む250名 の研 究 者 、 エ ンジ ニ ア 、

翻 訳 家 な どが ・堂 に 会 し活 発 な 討議 、交 流 が 行 わ れ 盛 会の う ち に幕 を閉 じた 。 プ ロ シー デ ィン グは

実 に700ペ ー ジ にお よ び内 容 は 極 め て 濃 い もの で あ っ た。

 開 催 に'1～た って 多 数 の団 体 機 関の 後 援 、参 加 を は じめ 、 各企 業 か らは 関 係 幹 部 が 多 数 参 加 され た 。

今 回 は 、 通 産 省 か らは窪 川電f機 器課 長 に ご挨 拶,な らび にパ ネ リ ス トと して ご 出 席 して い た だ い

た、,シン ガポ ー ル政 府 か らは 、Dr, Francis Yeohか ら祝 辞 をい た だい た 。

 また 、IAMTの た め に顕 著 な 貢 献 を した 会 員 に贈 ら れ る第2回IAMT賞(IAMT Award of Honour)

が 、IAMT前 会 長 バ ス コ ンセ ロ ス さん に贈 られ 、そ の 功 績 をた た え られ た 。

 更 に 並行 して 行 わ れ たIAMT理 事 会 お よ び総 会 に お い て 、 iAMT会 長 に ハ ッチ ン スEAMT会 長

が 就 任 、次ll11のMT Summit VIHを2001年 にEAMTが 当 番 とな っ て ス ペ イ ンの 由緒 あ る 巡礼 都市 サ

ンテ ィア ゴで 開催 す る こ と を発 表 し、 期 待 と歓 迎 の 声 でr承 され た 。

、

・
噴

猫

   i

通商産業省 機械情報産業局

電 」瞥幾器課長 窪田 明 氏
Dc M. Vasconcellos AAMT田 中穂積 会長
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MT Summitの 開催 状 況

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7興

開 催 地

AAMT

EAMT

AMTA

AAMT

EAMT

AMTA

AAMT

日本

西 ドイ ツ

ア メ リ カ

日本

ル クセ ンブ ル グ

ア メ リカ

シ ンガ ポ ー ル

箱 根

ミュ ンヘ ン

ワ シ ン トン

神 戸

ヘ ミサ イ クル

サ ンデ ィエ ゴ

年 月 日

1987年9月17日 ～19日

1989年8月16日 ～18日

1991年7月1日 ～4f3

1993年7月19日 一22日

1995年7月10FI～13日

1997年10月29日 一11月1日

1499年9月13日 ～9月17圓

参加人員

200名

284名

310名

230名

350名

320名

250名

主催および後援等

主催  アジア太平洋機械翻訳協会

後援  通商産業省

協 力  財 団法 人 国 際情 報 化 協 力 セ ン ター

    社 団法 人 日本電 子 工 業振 興 協 会

    Kent Ridge Digital Laboratories

協賛  財団法人日本情報処理開発協会

    社団法人日本翻訳連盟

    社団法人日本翻訳協会

    社団法人情報処理学会

    社団法人電子情報通信学会

    社団法人人工知能学会

    言語処理学会

    テクニカルコミュニケーター協会

欝

襲

      、 4

 議 ∫   ,  :  ・

鹸灘 鶴  峯
 シ ン ガ ポ ー ル 政 府 代 表

   Dr. Francis Yeoh

置
嶽 ・

嚢 融臨
AAMT(ア ジア太平洋機械翻訳協会):

辻井潤… 副会長

AMTA(ア メリカ機 械 翻 訳 協 会):

 President Dc Eduard Hovy

EAMT(ヨ ー ロッパ 機 械 翻 訳 協 会):

 Secretary Mr. Viggo Hansen

シ ンガ ポ ー ル ・サ ミ ッ トの ため に ご指 導 、 ご尽 力 を賜 わ った 関 係 者 の 皆 様 方 全 員 にあ らた めて 厚 くお 礼 申

し上 げ ます 。
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剴 壽1轄 灘 灘、一

MACHINETRANSLATION SUMMIT VII

   -MT in the Great Translation Era一

   September 13-17,1999,Singapore

       Photo Gallery

http://www.jeida.or.jp/aamt/mtsummit 99/Photo/index.html

Singapore and KRDL

」」よ ・

輝 門 隣聯

醗
誕、騒

Poster session and Exhibition

蹴擁 臨
 掌 鵜゚

鋼

嬢
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Main Conference

,

ピ
ノ
y

 

、

Dr. Robert Cain Prof. Hozumi Tanaka

嚢

曇
舞
愚

蕪

灘

r

㈱賭

Dr. Low Hwee Boon Prof. Junichi Tsujii Prof. Eduard Hovy Prof. Martin Kay

讐

Dr. Zhendong Dong Prof. Toru Nishigaki Dr. Jo Lernout

為                     卜

Dc Muriel Vasconcellos

Banquet

態 廼∵ 、

馳
4 0 4畑 ゆ

Dr. Low Hwee Boon

Ms. Victorine Chen

.懸
   ご    !
       ㌧繕

淋     A 麟 ＼

蔭
写y、

醗 ・・

τ → り 1

一5一



M78㎜ 稔讐縫、鰍 《懇}

MTサ ミッ トを終 えて

           MTサ ミット'99プログラム委員会委員長

           東京大学教授 辻井潤一(AAMT副 会長)

 MTサ ミッ トは 、今 回 、 第71rll目 を迎 え 、 AAMT

がr.Ts:す る の は 、1回 目の 箱 根 、4回 目の 神 戸 につ

づ い て 、3度 目 で あ っ た。 こ れ ま で2度 のAAMT

}三催 の サ ミッ トは 、 日本 で の 開 催 で あ っ たが 、 今 回 、

は じめ て 、 日本以 外 の ア ジ アの 国 で 開 催 す る こ と に

な っ た、,この 判 断 は 、AAMTを 日本 の組 識 で は な

く、 ア ジア ・太 平 洋 地 域 を カバ ーす る組 識 と して位

置 づ け る 意味 で 良 か っ た と思 う。 また 、 プ ロ グ ラム

委 員 会 も、 こ の地 域 で の バ ラ ン ス を考 慮 して 構 成 し

た 。 ア ジア域 内 で の意 見 の 交 流 はf'linと は い い 難 い

が 、 そ の 第 ・歩 に は な った か と思 う。

 参 加 者 は 、250名 余 で 、300名 あ ま り とい う前 回 の

サ ンデ ィエ ゴ 会議 に比 べ る と多 少 目減 り して い る。

た だ 、 シ ンガ ポ ー ル とい う、 ヨー ロ ッパ 、 ア メ リカ

か らは離 れ た地 域 で の 会 議 と して は 、予 想以 上 の参

加 者 で あ っ た と思 う。 箱根 、 神 戸 の と き よ り も、参

加 者 が増 え てお り、 しか も、 ヨー ロ ッパ 、 ア メ リカ

な ど、 ア ジ ア以 外 か らの 参 加 者 が 多 か っ た こ と、 ま

た 、機 械 翻 訳 とい う焦 点 を絞 っ た 会議 で あ っ た こ と、

ア ジ ア地 域 が 経 済 的 に 落 ち込 ん で い た時 期 と重 な っ

た こ とな ど を考 え る と、250名 の 参 加 者 は 、大 成 功

とい え るの で は な い か と思 う。

 参 加 者 の 数 だ け で な く、 発表 の内 容 、 議 論 の レベ

ル な ど も、 これ まで のサ ミッ トの水 準 を超 えて い た 。

これ は、3名 の特 別招 待 講 演 者(ス タン フ ォー ド大

学Martin Kay教 授 、 L&H社 社 長 、 Jo Lemo氏 、 東

京 大学 、 西垣 通 教 授)が 機 械 翻 訳 研 究 、 言 語 処 理 ビ

ジ ネ ス、情 報 社 会学 とい う 、機 械 翻 訳 を支 え る3つ

の 領 域 の代 表 的 な 人物 で あ った こ と、 そ れ 以 外 の パ

ネ リス トや招 待 講演 者 も、機 械 翻 訳 研 究 、 ビジ ネス

を代 表 す る 人達 で 、 こ うい う人 た ちが 参 加 して くれ

た こ とは 、 幸運 で あ っ た。

 会議のテーマは、機械翻訳が自然言語処理のほか

のアプリケーションとどのように組み合わされて使

われていくかに焦点をあてた。機械翻訳の周辺研究

(た と え ば ・ 多 言 語 情 轍 索 …calizat… の 中 ◎

の機 械 翻 訳 、音 声 処 理 と翻 訳 な ど)が 活 発 化 して き

た こ と も、 会議 の議 論 を活 発 に した原 因 で あ ろ う。

地 域 か らの 状 況 報 告 、政 府 関 係 者 の パ ネ ル な ど、 従

来 のMTサ ミ ッ トの 目玉 商 品 は、 今 回 も好 評 で あ っ

た。 異 質の 研 究 者 を集 め る とい う こ とで 企 画 した 多

言 語 情 報 検 索 の ワー ク シ ョ ップ も、 期 待 通 り、 多 く

の 参 加 者 を集 め る こ とが で きた 。

 会 場 のKRDLが 町 の 中 心 か ら離 れ て い る こ と も、

か え っ て この 種 の 会 議 に は好 都 合 で 、 参 加 者 の 会 場

出 席 率 は、 これ まで の 会 議 以 上 で あ っ た と思 う。

 次 回 は、EAMTの 主 催 で ス ペ イ ンが 会場 と な る 。

6年 後 、 ア ジア に帰 って きた と きに は 、 さ らに盛 況

な 会 議 にな って い る こ と を期待 した い。

                      ・
 最 後 に 、 日本 に本 部 が あ るAAMTと シ ン ガポ ー

ルKRDLと い う、物 理 的 に は な れ た 組 識 が な ん と

か 無 事 に 会議 を 運営 で きた こ とは 、 会議 の組 織 委 員

会 委 員 、 プ ロ グ ラム委 員 会委 員 、 ロ ー カ ル ・オ ー ガ

ナ イザ ー の 人 た ち の努 力 の お か げ で あ る。 こ こ に記

して 謝 意 を表 した い。
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耀 翫1㎜ 詮V隔 鋼 纏)

The Summit in Singapore:Thoughts and Memories

Prof. Eduard Hovy(President, AMTA)

USC Information Sciences Institute, USA

The Seventh MT Summit was interesting for many reasons and a lot of fun besides.

And where better to hold a Summit than Singapore?Ahistorical crossroads,

Singapore seems to function equally well in English, Mandarin Chinese, Malay, and

Tamil;Iremember seeing signs in four or five scripts at almost every street corner.

For me, being in Singapore was a new and exciting experience--learning about its

history, people, and economic status, and about the way many people(taxi drivers,

airport staff)were proud of their country's economic success but resentful, a little,

about the strict governmental control over all aspects of life and their personal lack of

wealth. Especially the contrasts interested me:after spending a long time in a most

modern, state of the art, expensive CD store, I enjoyed a舳ll restaurant dinner fbr

under US$2.

All this formed a backdrop to the conference, which was very well organized and

contained lots of interesting material.

The Kent Ridge Digital Lab is a perfect site for a conference of this kind. The

auditorium, finished literally two days before the conference, could not have been

newer. It was fun sitting inside the sound operator's booth and controlling the video

cameras to spy on the audience, seeing who had fallen asleep. The never-ending

cookies, pastries, and fish dishes during breaks were a delight. Locating the exhibitor

booths in the passage between the entrance and the auditorium was an excellent idea.

The technical program had something for everyone. Prof. Tanaka, President of the

IAMT, described next steps for MT development. Martin Kay's invited talk on certain

parsing techniques was, like all his talks, informative and clear even to non-

specialists without being condescending. A panel of Government funders from the US,

the European Commission, Japan, and China provided interesting perspectives on the

priorities of the largest users of MT, namely governments. A final panel on MT for the

next century featured lively interactions about the power of new automated

techniques to create(low‐quality, but still)MT systems rapidly. An extended series of

poster sessions in the same room as the refreshments made browsing and chatting

easy. An invited talk by Jo Lernout, partner in the firm that has been buying up so

many small MT companies, gave him a chance to outline the vision that has made L&

Hacommon name in MT in only two years. And it was nice to see Dr. Muriel

Vasconcellos honored as the second recipient of the IAMT Distinguished Service

Award.
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Here are some facts I learned

-China had 4 million people connected to the Internet in 1999 . The number has been

 doubling every year for the past 5 years.

‐The CKY algorithm of 1960 can be seen as the first algorithm developed for

 Computational Linguistics per se.

-MITI in Japan spent US$500 million in the 1980's on Computational Linguistics R&

 D.

-China currently has about 40 Computational Linguistics research projects
, funded

 at approx 20 million yuan RMB.

-By some estimates
, there will be l billion people connected to the Internet in 5

 years;per day,53,000 new users and 300,000 new web pages are coming online.

But finally, like all good things, the Summit came to an end. I enjoyed a banquet that

featured an impromptu unicycle riding demonstration and the chance to catch up with

colleagues and friends from all over the world. I left feeling that I had seen a new part

of the world and gained an updated perspective on where MT is now and where it is

901ng… ・

...little knowing that in Taiwan, where I headed next, a major earthquake was about

to strike. But that is another story.

魯.重櫨
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Impressions of the Seventh MT Summit

          Viggo Hansen(Secretary, EAMT)
          Managing Director
Hofman-Bang&Boutard, Lehmann&Ree A/S

It was with rather great expectations I went to Singapore to participate in the 7 th MT

-Summit .

Singapore is in many aspects a very unique city. Many cultures, many languages?and

many nice and friendly people. My previous visit to Singapore was back in 1983.What

impressed me then, is still impressing. A clean city, a dynamic city with enormous

trading opportunities whatever you are trading commercially or just want to make a

good buy for yourself.

So, it was indeed a good choice to select Singapore as host city for the 7 th MT-

Summit.

The Summit itself was very well organized. The programme was well balanced

covering topics addressing as well the users as the developers and the researchers.

Add to it that the venue was the very new Kent Ridge Digital Lab's, so new that you

could still smell the painting, with all the facilities one can wish of a conference center,

and that the organizing committee demonstrated a very professional leadership.

The social programme was enjoyable and gave us many possibilities to make new

friends and renew old friendships-and not to forget-to taste and enjoy the famous

Chinese kitchen.

Iarrived with great expectations and left with the satisfying feeling that all my

expectations was more than met. Thank you, Professor Tanaka and thank you to the

whole staff of the organizing committee for a very successful MT-Summit. We are

looking forward to welcome you all in Spain in 2001 for the 8 th MT-Summit.
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観掌S縫m巾縫V闘臓o鰍 ㈱

美 しい国 で の サ ミッ ト開催

キヤノン株式会社 畠中伸敏

 成 田 を 、ン1って 、6時 間 ぐらい で あ ろ うか 、 「シ ン

ガポ ー ル で は チ ュ ー イン ガム 、 タバ コの持 ち込 み は

で き ませ ん」 と ぼ う機 内 放 送 が 流 され 、 隣 の学 生風

の 女性 は 、渋 々 、 ガ ム を スチ ュ ワー デ スに 渡 して い

た 。

 シ ンガ ポ ー ル に着 いた 第 一印 象 は 、 道 の 両端 に 木

が 植 え られ 、 ゴ ミが な く、 街 が 奇 麗 で あ っ た。 私 は 、

ニ ュ ー ヨー クの5番 街 をエ ンパ イヤ ス テ ー トビル デ

ィン グか ら メ トロ ポ リタ ン美 術館 まで 歩 い た こ とが

あ る。 そ の時 、 ニ ュ ー ヨー クは 、 塵 や タバ コの吸 い

殻 が こ ろが り、何 と汚 い 街 か と思 った こ とが あ っ た。

今 回 の シ ンガ ポ ー ルの 訪 問 で は 、 同 じ 英語 圏 に あ り

な が ら、 大 きな違 い を感 じた 。

 シ ンガ ポ ー ル は、 ほぼ 赤 道 直 ド(正 確 に は北 緯 約

1.5°)に あ り、 人日 は 日本 の 名 占屋 市 の 人 日 に 匹敵

し、約252万 人で 、そ の 内 、 仏 教 徒 約80万 人 、 道 教

の民 間信 仰 の 教 徒 約55万 人 、 イス ラ ム教 徒 約38万 人

で 、狭 い島 国 の 割 には 、 や た ら と寺 院 が 街 の 中 に 目

、ンニつ 宗 教 国 で 、 戒 律 が 厳 しい。 そ の逆 に 、街 中 に木

が 植 え られ て い て 、 そ の 木 の作 る 日陰 に よ り暑 さ を

殆 ど感 じない ほ ど過 ご し易 く、時 折 、 降 る ス コ ー ル

に 、涼 し くなる ほ どで あ る。

 MTサ ミッ トの 第7回 目 は、 シ ン ガ ポ ー ル の 小 高

い 丘 にあ る、緑 多 い ナ シ ョナ ル ・サ イエ ン ス ・パ ー

クの 中 に 、Zてられ た 国立 シ ンガ ポ ー ル 大学 の ケ ン ト

・リ ッジ ・デ ジ タル研 究 所 で 開催 され た
。

 日本 を 、Zつ時 、 ポ ス ター ・セ ッシ ョンの 人 に 、 で

き るだ け 、ン1ち寄 っ て欲 しい と頼 まれ て い た が 、 会 場

に着 くと、f定 を は るか に越 え る 人だ か りで 、 大 盛

況 で あ った 。

発 表 が 始 ま る と プ ロ グ ラ ムの 予 定 通 り、 ほ ぼ 、 問題

な く進 行 した。

 翌 日、 コ ー ヒ ー を飲 ん で い る と、 発 表 を受 け て で

あ ろ う か、 「あ なた の 企 業 で は英 日、 日 英 ど ち らの

方 が 多 く使 われ てい るか 」 と質 問 され て 、 「日英 の

方が 多 い」 と答 え る と、 多 分 、 事 前に 調 査 した 結 果

・大きく違・たのだ・思うが・驚いていた・当社の ●

場 合 、輸 出 企 業で 、 日英 は90%で 、 英 日は10%で あ

る。 この 数 字 は、 当 社 の 翻 訳 シ ステ ム が 、ヒち上 が っ

た時 の 数 字 で 、 あ れ か ら、 数 年 経 ち、 イ ン ター ネ ッ

トが 普 及 した こ と に よ り、 若 十二、 数 字 が 変 化 して い

る か も知れ ない が 、 妥 当 な数 字 で あ る 。

 と こ ろで 、 サ ミ ッ トの メ リ ッ トは 、 世 界 中 か ら 一一・

気 に最 先 端 の 情 報 が 集 ま るだ け で な く、 時 間 と空 間

を越 えて 、 人 と人 の 輪 が で き る こ とで あ る 。

 ・つ は、 自分 だ け が特 殊 な 分 野 で研 究 して い る と

思 って 、 思 い悩 ん で い た 処 、 翻 訳 シス テ ム の使 用 の

能 力 や 性 能 を高 め る と言 うセ ッ シ ョ ンが 設 け られ 、

同 じ様 な こ と を考 え て い る 人 が い る こ とに驚 い た。

次に・著名な学者に・距離 を置醐 ・話や意見交 ●

換 が で きる こ とで あ る 。 シ ンガ ポ ー ル の 開催 前 に 、

既 に、 面識 は あ った が 、音 声 認 識 の 第 一一人 者 で あ る

ドイ ツの カ ー ル スル ェ ー大 学 のDr. Alex Waibel教

授 に会 った こ とで あ る。 同時 通 訳 な ど、今 後 の 機 械

翻 訳 の 将 来 に つ い て の 一端 に触 れ 、親 交 を温 め る こ

とが で きた。

 も う、 そ ろ そ ろ帰 る時 間 とな り、 日本 の 銀 座 に相

当 す る オ ー チ ャー ド通 りの市 内 見学 を楽 しみ 、 セ ン

トーサ 島 の 回遊 式 水 族 館 を見 学 して帰 路 につ い た。

 また 、発 表 会場 や 発 表準 備 の 事 前 の情 報 がf一分 で

な か っ た た め 、 発 表が 始 ま る まで 不 安 で あ っ た が 、
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MT Summit VII参 加 報 告

沖電気1工業株式会社 ド畑 さより

 私 に とっ て 、今 回 のMT Summitは 神 戸 で 行 な わ

れ た 第4回 以 来 、 久 しぶ りの 参 加 と な り ま した。 前

回 は展 示 も発 表 もな く、 お 祭 り気 分 で 参 加 したの で

す が 、 今 回 は 当 社 で 開 発 中 のJava版 機 械 翻 訳 シ ス

テ ム の 初披 露 が 大 きな 目 的 だ っ た ので 気 合 い い っ ぱ

い 、 チ ャ ンギ空 港 に 降 り立 ち ま した。

● ・・ガポールは狭い土地に多くの人が生1舌・・た
  くさんの高層建築が立ち並ぶ国ですが、不思議に狭

  苦しい印象がありません。緑が多く、道が広いせい

  かもしれません。街には中国語、マレー語、ヒンズ

  ー語、英語の看板が立ち、道行 く人々の人種 も様々

  とまさに多国籍国家そのものです。気候も、思って

  いたほど高温多湿ではなく、快適に毎日過ごすこと

  ができました。

   会議では、日本からの参加者が目立ちましたが、

  アジアはもちろんのこと、欧米からも多数の参加が

  あり、全体としてアットホームな良い雰囲気で した。

  内容は盛 りだくさんで、講演、ポスター発表、展示

  が同時並行で行なわれる時間帯 もあ りました。私は

  展示を担当していたこともあって、いくつかの興味

  ある発表を聞くことができず、多少残念な思いをし

● ました・

 発 表 の 内容 は 、大 き く機 械 翻 訳 の歴 史 や提 言、言

語 処 理技 術 の 説 明 、 具体 的 な シス テ ム の 紹 介 に分 け

られ ます 。 シス テ ム プ レゼ ンテ ー シ ョンや デ モ の実

演 な ど、 実 際 に動 くシス テ ム の 発 表 が 多 か っ た の が

特 徴 的 で した 。研 究 、 開発 、利 用 とい う観 点 か らみ

る と研 究 、 開 発 の 側 か らの 発 表 が 多 く、 利 用 す る 側

か ら の発 表 が 少 なか っ た よ う に思 い ます 。 これ まで

のMT Summitと 比 べ る と技 術 的 な色 合 いが 強 い よ

うに感 じま した。

 聴 講 した 中 で 印 象 に残 っ た の は 、評 価 に 関す るパ

ネ ル セ ッ シ ョ ン で す 。特 に 、USC(University of

Southern California)のEdward Hovy氏 が 説iリ1され た

評 価 基 準 の 確 立 につ い て の お 話 は 、 各 翻訳 シ ス テ ム

の 実 力 が 明確 な形 で 示 され る とい うこ とであ り、 翻

訳 ソ フ トの 製 品 開 発 に携 わ る 者 と して 身 の引 き締 ま

る思 い が しま した 。 近 頃 で は パ ソ コ ン雑 誌 な どに 各

社 ソ フ トの 比 較 記 事 が 掲 載 され る こ と も多 く、そ の

結 果 に一 喜 一一憂 して い るわ け で すが 、実 際 の とこ ろ、

誰 もが 納 得 で き る評 価 を行 な う こ とは容 易で はあ り

ませ ん 。 是 非 、 開 発 者 と利 用 者 の 両 ノ∫の視 点 か ら納

得 で きる評 価 基 準 を作 って い た だ きた い と思 い ます 、,

 さ て展 示 につ い てで す が 、 講 演 の 方が 忙 しか っ た

ため か、 展 示 を見 に 来 られ る 方 は比 較 的 少 な い よ う

に感 じま した。 しか しその 分 、 興味 を持 っ て ドさっ

た 方 に はGUIを 使 っ た 辞書 登 録 か ら 再翻 訳 まで の

流 れ を じっ く り見 て い た だ くこ とが で きた の で 、 か

え っ て 良 か っ た の か も しれ ませ ん、,展示 会場 で は 、

や は り研 究 者 、 開 発 者 よ りユ ーザ の ノ∫が 熱 心 に質 問

され て い る よ うで した 。

 出 展 され た シス テ ム は す で に実 用 化(商 品 化)さ

れ た もの が ほ とん どで した 。 日本か らの;1;ftはWeb

翻訳 が 主 流 で 、 各 社 と も独 自の機 能 を充 実 させ 、t;:

別 化 を図 って い る よ うで す 。 面 白 か っ た の は 、翻 訳

メモ リ的 な シ ス テ ムで 、他 の ソ フ トウ」一ア との連 携 、

視 覚 に訴 え た操 作 の容 易 さ、 翻 訳n程 を 考慮 した シ

ス テ ム設 計 な どが 非 常 に参 考 に な りま した。 我 々 の

シ ス テ ム は試 作 版 とい う こ とで 、 ポ ス ター もな く ノ

ー トパ ソコ ン1台 の地 味 な デモ で した が 、利 用 者 が

カ ス タマ イ ズ しや す い 翻訳 環 境 を提 供 す る とい う思

想 は理 解 して い た だ け た と思 っ てい ます 、,

 以 上 の よ うに 、 今 回 のMT Summitで は、 昼 間 は

会 場 で 参 加 者 の 方 々か ら多 くの 刺激 を受 け、 夜 は 各

国 の お い しい 料 理 で 鋭 気 を養 い 、 充実 した1週 間 を

過 ごす こ とが で き ま した 。2001年 に は 、完 成 した我

らが シ ステ ム と とも に再 びMT Summitに 参 加す る
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との決 意 も新 た に シ ンガ ポ ー ル を 後 に したの で した。

 余 談 で は あ ります が 、h会2日 め に タ クシ ーの ト

ラ ン ク にデ モ 用 の ノー トパ ソ コ ン を 置 き忘 れ る とい

うハ プニ ン グが あ り ま した。 が 、 大 会運 営 委 員 の 方

(Kent Ridge Digital Labの 学 生 さ んで し ょうか)が

領 収 書 の 電 話 .;を も と に タ ク シー 会 社 に 連絡 を と

って ドさ り、 パ ソ コ ンは3時 間 後 に無 事会場 に 戻 っ

て 来 ま した 。 あ の 時 の 委 員 の 方 、 名 前 は忘 れ て し ま

い ま した が 、 本 当に あ りが と うご ざい ま した。 こ の

事 件 に よっ て 、 シ ンガ ポ ー ル の 印 象が さ らに 良 くな

っ た の は い う まで もあ り ませ ん。

業雰動向

〈国内動向〉

●JTF翻 訳 祭 翻 訳 プ ロ ポ ー ザ ル フ ェ ァ

 毎 年 開 催,,1999年 は 以 ドの 日 程 で 行 な わ れ た 。

 1.日 時 :10月21日(木)10:00-17:00

 2.場 所 :東 京 品 川 、 コ ク ヨ ホ ー ル

 3.テ ー マ:「 大 変 革期 の 翻 訳 は サ イ バ ー フ ロ ン

       テ ィ ア を め ざせ 」

 JTFホ ー ム ペ ー ジ:http:〃www.trans‐jtf.or.jp/

● 目本 翻 訳 者協 会(JAT)セ ミナ ー

 毎 月 、 セ ミナ ー を開 催 。

 12月 は 、以 ドの 日程 で 行 なわ れ た 。

 1. 日fh}  :12月18日 (L) 14:30-16:30

 2.場 所 :東 京芝 青年 会 舘

 3。 講 演 者:北 原 國 彦氏

       (日 外 ア ソ シエ ー ツ常 務 取 締 役 編 集

       局 長)

 4.テ ー マ:「 よみ か た 辞 典編 集 の現 場 か ら」

 JATホ ー ムペ ー ジ:http:〃www.jat.org/

〈海外動向〉

・LISA Forum Budapest

 1.日 時 :12月8日 一10日

 2.場 所  :Budapest, Hungary

 3.テ ー マ:LOCAL[ZATION AT THB M[LLENNIUM

      "lndustry Performance and Evaluation"

 L[SAホ ー ム ペ ー ジ:http;〃www」isa.unige.ch/

 議 事 日 程:http:〃www.hsa.unige,ch/99budapes[

      _agenda.html

〈これからの動向〉

●言 語 処 理 学 会 第6回 年 次 大会(NLP2000)

1.13時 ・2… 年313・ 日(月)チ ュー ト・ ア ル ●

     3月7日(火)～9日(木) 本 会 議

     3月10日(金)併 設 ワー ク シ ョッ プ

 2.場 所 北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大学

● 「知能情報 ・高度情報処理分野」

 公開シンポジウム

主催:日 本学術振興会未来開拓学術研究推進 事業

   知能情報 ・高度情報処理研究推進委員会

1.日 時

2.場 所

3.参 加 費

 2000年3月9日(木)～10日(金)

(両 日と も10:00～17:00)

 ホ テ ル フ ロ ラ シ オ ン青 山(東 京)

無 料

*謝 識 酵
,檎講 鵬 爺、2●

ダーとして講演 されます。

皆様の多数のご参加をお願いいたします。

 「演題」:自 然言語の処理と理解の研究

 詳 し く は 、 同 封 コ ピ ー ま た は ホ ー ム ペ ー ジ を ご

覧 く だ さい 。

 http://mirai.jaist.ac.jp:8000/
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シンガポールMTサ ミットVIIに 個 人 参 加 して

技術士協同組合理事 ・NKS技 術士事務所長 仲佐博裕

   MTサ ミ ッ トへ の 参 加 は 、筆 者 に と っ て、 今 回 の

  MTサ ミ ッ トVII[第7回 機 械 翻 訳 国 際 会 議:1999

  年9月13～17日 に シ ン ガ ポ ー ル 国 立 大 学KRDL

  (Kent Ridge Digital Labs)に お い て 開催]が 初 め て

  で あ る 。 これ まで6回 世 界 各 地 で 開 催 され て き た

  MTサ ミッ トの際 に は 、何 らか の支 障 が あ っ て 出 席

  す る こ とが で きな か った 。 この た め 何 時 も参 加 者 の

・  方 々の 本 誌 へ の 出 席 報 告 を読 ん で は 、 内 容 を想 像 し

  て きた に過 ぎず 、 か ね が ね 当 会 議 を実 際 に 目の 当 た

  りに したい もの と思 って い た 。 今 回 も、 このMTサ

  ミ ッ トの 直後 に英 国 客 船 で の 西 地 中海 ク ル ー ズ を楽

  しむ た め に渡 英 す る予 定 に な っ てお り、 ま た 開催 地

  の シ ンガ ポ ー ル に は半 年 ほ ど前 の2月 に東 洋 最 大の

  客 船 で の マ ラ ッカ海 峡 ク ル ー ズ を しに訪 問 した ばか

  りで あ っ た た め 、参 加 す る か ど うか を 決 め か ね て い

  た 。散 々迷 った 末 に、 本MTサ ミ ッ トVIIの 第1日

  目の"Tutorials"と 最 終 日の"Workshop"へ の 参 加

  は 断 念 して 、 中3日 間 に 開催 され た 本 体 会 議 にの み

  急 遽 個 人 と して 参 加 す る こ と に して 、 よ うや くMT

  サ ミ ッ ト参 加 の 夢 が 実 現 す る こ と に な った 。

   今回のMTサ ミットにぜひ参加 したいと思った動

  機については、まず第一'に挙げなければならないこ

●  とは、本MTサ ミットのプログラム委員長で当会

  AAMTの 副会長である辻井潤一東大教授か ら、当

  MTサ ミットについての優れたご紹介と参加のお勧

  めを頂いたことであった。通常の学術的な国際会議

  と異なって、MTサ ミッ トは、研究開発成果の発表

  はもとより、主要なMTト ピックスの現状紹介や将

  来動向の討議、開発途上国への技術的 ・経済的支援

  状況の現状紹介、等などが研究開発部門、ユーザー

  部門、及び企業化 ・資金支援部門の各側面から行わ

  れる、とのことが特に興味を引いた。

 筆者は、定年退職 した電力中央研究所の在職時代

に、原子力事故情報文の翻訳を対象として、まだ開

発当初のMTを 導入してメーカー支援 をしたスポン

サ ー経 験 や 、そ の 後 に翻 訳 メモ リ(TM)を 実 用 化

目標 と したMTソ フ トを 開発 した 研 究 経験 が あ る 。

さ らに定 年 後 、 そ のMTを 技 術 情 報 文献 の 翻 訳 実 務

に有 効 に利 用 しなが ら、 一一』方で はモ ン ゴ ル国 に協 力

して 日一蒙 一 英 の機 械 翻 訳 技 術 の 開 発 を 支援 し(本

誌20号/1997年9月 参照)、ま た ・方で は、 当協 会 を

通 じて辻 井 教 授 か ら ご紹 介 を受 け た 英国 マ ンチ ェ ス

ター 大学 の 原子 力 用 語 辞 書 の 開発 プ ロ ジ ェ ク トを提

案 す る お 手伝 い を した(結 果 的 に は不 首尾 に終 わ っ

た)経 験 を持 っ て い る 。 そ れ らの 絡 み か ら、即 ち

MT技 術 の支 援 ス ポ ンサ ー 、 デ ィベ ロ ッパ ー 、 及 び

ユ ー ザ ー と して の3つ の 視 点 か ら、機 械 翻 訳 の 世 界

的 な技 術 現 状 と将 来 方 向 、開 発 途 ヒ国 を含 め た 開発

支 援 の 実 状 、等 な どを探 りたい と思 っ て い た こ とが 、

今 回のMTサ ミ ッ トVIIへ の 参 加 の セな動 機 で あ っ

た。

 今 回 のMTサ ミッ トVIIで は、 筆 者 が 参 加 出 席 し

た の は 本体 会議 の み の 限 られ た範 囲で はあ るが 、そ

の経 過 概 要 を以 下 に簡 単 に 紹 介 した い。

 "Tutorials"セ ッ シ ョ ンが 開 催 され た9月13Hの

夕 刻 に成 田 を出 発 して 、 約7時 間 の 飛行 時 間 の 後 、

翌14日 の 定 刻0時30分 に シ ン ガポ ー ル 空港 に 到 着 、

す ぐに タ ク シ ー を捉 え てMTサ ミッ ト指定 の ホ テ ル

(ガ ー デ ンホ テ ル)の 客 室 に落 ち着 い た の は2時 近

くで あ っ た。 しか しそ れ か らが 大変 、 数 字 ダ イ ア ル

式 の 中鍵 が 閉 まっ て い て トラ ン クが 開 か ない 事 態 と

な っ て い る こ とが 判 明 した 。暫 くの 問、 途 ノ∫に暮 れ

て い た 後 に諦 め て 、4桁 の ダ イア ル数 字 を"0000"

か ら順 番 にチ ェ ック して 行 くこ とに した。 よ うや く

誤 設 定 して い た"0203"を 見 出 して 、翌 日の 準 備 が

で きベ ッ ドに入 っ たの は3時 を回 っ て し まっ て い た。

もっ と大 きな数 字 が 誤 設 定 され て い た な らば 、徹 夜

作 業 で 奮 戦 しな け れ ば な ら なか った で あ ろ うが 、 就

寝 時 間が 少 しで も得 られ た の は不 彰中 の 幸い で あ っ

た と言 え よ う。
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 MTサ ミ ッ ト本体 会議 第1日 目の9月14日 の 朝 は、

睡 眠 不 足 なが ら何 とか寝 坊 す る こ と もな く、ホ テ ル

で の 朝 食後 、MTサ ミッ ト会場 行 きの シ ャ トル バ ス

に 乗 り込 ん だ 、,この バ スは 、 ホ テ ルか らシ ンガ ポー

ルの 邸 宅 街 を抜 け て 、 セ ン トーサ 島へ の 空 中 ケ ー ブ

ル カ ーが ヒ空 に浮 か ぶ懐 か しの クル ー ズ セ ン ターの

側 を通 り、 そ の 西 方 に位 置す る広 大 な シ ンガ ポ ー ル

大学 の ・角 にあ る会場 まで約30分 余 の 行 程 であ る。

この シ ャ トルバ スは 、 そ の後 もサ ミ ッ ト会 議 の 開始

と終rの 時 間 に合 わ せ て 運行 され て い て 、 会場 往 復

の 良い 足 と して 利 用 す る こ とが で きた。

 MTサ ミ ッ ト会 場 は 、 近 代 的 なKRDLの 建 屋 の1

階 と2階 部 に 設 定 さ れ て お り、 ル ー ムAの 三角 形

状 の 大 講 義 室(Auditorium)で は 、 開 ・閉 会 セ ッ シ

ョ ン や3つ の 招 待 講 演([1-13)、7つ の 特 別 セ ッ

シ ョ ン(Sl-S6とS8)、 及 び2つ の パ ネ ル(PN

1-P[vz)が 行 わ れ 、 ま た ル ー ムBで は8つ の 一

般 セ ッ シ ョ ン(G1-G4、G6～G7、G9～G10)

と1つ の 特 別 セ ッ シ ョ ン(S7)、 ル ー ムCで は4つ

の ・般 セ ッ シ ョ ン(G5、G8、G11～G12)と2つ

の デ モ ・セ ッ シ ョ ン(Dl,D2)が 行 わ れ た(本

誌27}」'/1999年8月 参1照)、,さ ら に 昼 食 や レ セ プ シ ョ

ン パ ー テ ィ 、 コ ー ヒ ー サ ー ビ スが 行 わ れ た 多 目 的 ホ

ー ル(Gallery)で は 、3つ の ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン(PS

1-PS 3)が 行 わ れ 、 ま た そ の 入 り[i側 の 一部 は

MT製 品 の 展 示 場 に な っ て 賑 わ っ て い た 。 こ れ ら の

講 演 や 展 示 は パ ラ レ ル セ ッ シ ョ ン と し て 行 わ れ て お

り 、 筆 者 は 殆 ど ル ー ムAのL要 講 演 の み の 聴 講 に

厚 念 し た 。 な お 、 中 日 の9月15日 の 夜 に 開 催 さ れ た

宴 会(Banquet>は 、 コ プ ソ ー ン オ ー キ ッ ド ホ テ ル

(Copthorne Orchid Singapore>に て 行 わ れ 盛 況 で あ

っ た 。

 MTサ ミッ ト本 体 会 議 の 第1日 目は 、 シ ン ガ ポ ー

ル ご 当地 の 組 織 委 員 長 と辻 炸 プ ロ グラ ム委 員長 に よ

る 開 会 の 挨 拶 、 会 場 のKRDLの 代 表 に よ る 歓 迎 の

挨 拶 、 米 国AMTAと 欧 州EAMT及 び シ ンガ ポ ー ル

科 学 技 術 局 とわ が 国 通 産 省 か らの 祝 辞 な どで 賑 々 し

く発 会 した 後 、AAMTと1AMTの 会 長 で 本MTサ

ミッ トの 組 織 委 員 長 で あ る 田 中 穂 積 東一L大教 授 に

よ る基 調 講 演 が 行 わ れ た。MTシ ス テ ム 開発 に つ い

て 、 これ まで の 歴 史 を ま とめ21世 紀 に は何 を なす べ

きか を説 い た 、 格 調 高 い 講 演 で あ っ た 。 そ の 後 、 ス

タ ン フ ォ ー ド大 ・ゼ ロ ッ ク ス研 究 セ ン タ ー のKay

教 授 の チ ャ ー ト翻 訳 に関 す る招 待 講 演(11)が あ

って 午 前 の 部 は 終rし た 。 第111目 の 午 後 の 部 か ら

は 各 室 で の パ ラ レル セ ッ シ ョ ン と な り、 ル ー ムA

で は特 別 セ ッ シ ョ ンのS1(制 限 言 語)とS2(ロ

ー カ ラ イゼ ー シ ョン〉 の 諸 講 演 が 行 わ れ 、 また 引 き

続 きパ ネルSN 1(資 金援 助 機 関 の観 点 か らの 国 際

協 力)が 開 か れ 、 中 国 、 欧 州 、 米 国 、 日本 の 機 関 パ

ネ リ ス トに よ る講 演 と討 議 が 行 わ れ た 後 、 レセ プ シ

ョンパ ー テ ィとな ってMTサ ミッ ト第1B目 が 終r

した 。

M・ サ ミ・ ト本体 会議 の 第 ・ ・ 目は ・ ル ー ムAで ●

は先 ず 特 別 セ ッシ ョンS3(各 地 域 のMT)か ら始

ま り、 欧 州 、 北 米 、 イ ン ド、 中 国 、 日本 、 韓 国 の 各

地 域 のMT研 究 開 発 状 況 と将 来方 向 につ い て の 紹 介

が あ った 。 次 い で 、 イ ン ター ネ ッ ト上の 多 言語 化 に

対 応 す るMTと して 漢 字 に よる 会 話 の 重要 性 を論 じ

た 西 垣 通 東 大教 授 に よ る 招 待 講 演(12)が 行 わ

れ て 、 午 前の 部 が 終 わ った 。 そ の 午 後 は 、 会 話 翻 訳

に関 す る特 別 セ ッ シ ョ ンS4(MTと ス ピー チ)の

諸 講 演 が 行 わ れ た 後 、パ ネ ルPN 2(MTの 評 価)

が 開 か れ て 、 評 価 基 準 、 評 価 方 法 、 マ ン ーマ シ ン相

互 評 価 、 ユ ー ザ ー の 役 割 、 マ レー シ アの 評 価 経 験 の

トピ ック ス に関 す る講 演 と討 論 が 行 わ れ た 。 そ の 後

は、 場 所 を替 えて 、 前 記 ホ テ ルで の バ ン ケ ッ トが 盛

大 に行 わ れ てMTサ ミ ッ ト第2日 目が 終rし た 。

き器訊憾 馳鐸盟1薄 寒鼎O
S5(研 究 展 望 か らのMT)とS6(ユ ー ザ ー か ら

の 見 解)の 特 別 セ ッシ ョ ンが 開 か れ た。 前 者 のS5

で は フ ラ ン ス とマ レー シア のMT研 究 者 に よる 講 演 、

後 者 のS6で は 米 国 とECの ユ ー ザ ー 側 のMT利 用

状 況 の 講 演 が な され た。 午 後 か ら は ル ー ムAで の

単 一セ ッ シ ョ ン と な り、 まずIAMT総 会 が 開 催 さ

れ た 後 、Lemout博 一f二に よるSAIL(Speech Artificial

[ntelligence&Language)の 現 状 と将 来 に つ い て の招

待 講 演(13>が 行 わ れ た。 更 に 特 別 セ ッ シ ョ ンS

8(次 世 紀 のMT)が 本MTサ ミッ ト最 終 の ま とめ

と して 開 か れ た 。 最 後 に、 閉 会 セ ッ シ ョン と して 、

病 気 欠 席 のEAMT会 長Hutchins教 授 に よ る 閉 会 の

一14一



挨 拶 が 代 読 され 、 ま た 次 回 のEAMT主 催 のMTサ

ミ ッ トVIIIが2001年9月18-22日 に ス ペ イ ン

Santiago de Compostelaで 開 催 され る予 定 で あ り、 そ

こ での 再 会 を期 待 す る とい うECか らの ア ナ ウ ン ス

が あ っ て本MTサ ミ ッ トVIIの 本 体 会 議 は 閉 会 した 。

   以上、本MTサ ミットVIIの 経過概要を筆者の出

  席 した範囲で紹介 した。本サ ミットの評価について

  は、欧米の参加者か ら概ね好評の意見を耳にするこ

  とができた。また筆者 も成功裡に実施 された立派な

  国際会議であったものと評価 している。なお、個々

  の講演の内容詳細については、会場で配布 された膨

  大な講演論文集を入手 ・参照 して頂 くか、又は各セ

・  ッションをまとめられたコーディネータや発表者な

  どの会員関係者の方々による詳細な報告を別途期待

  したいものと考えている。ここでは、以上の会議経

  過からの筆者の印象についてのみ簡単に触れておく

  ことにする。

   MTの 利 用 は 、 イ ン ター ネ ッ トの 普 及 に伴 っ て急

  速 に進 展 しつ つ あ り、 また 一一方 で は 世 界 的 な情 報 関

  連 産 業 の 発 展 に伴 って 、 ソ フ トウ ェア や ドキ ュ メ ン

  トを世 界 諸 国 の 各 言 語 に翻訳 変換 す る グ ロー バ ル シ

  ス テ ム化 の ため の 、 い わ ゆ る ロー カ ラ イゼ ー シ ョン

  が 新 しい ビ ジ ネ スへ と成 長 しつ つ あ る。 これ らの 背

  景 の下 に、 本MTサ ミ ッ トで は、 イ ン ター ネ ッ トと

  ロ ー カ ラ イゼ ー シ ョ ンを対 象 と した招 待 講 演 や 特 別

  セ ッシ ョ ン等 が 本MTサ ミ ッ トの 目玉 で あ っ た もの

  と思 わ れ る。 ま た 、 それ らの 基 礎 とな るMT技 法 と

・  して、一つは制限言語、もう一つ は翻訳 メモ リー

   (TM)の 利用が勢力的に討議 されていた。制限言

  語については、ユーザー側の理解がどこまで得 られ

  るか、にかかっているのであろうが、限られた範囲

  の理解者の間では有効な手段になるものと思われる。

  TMに ついては、ある意味では、人工知能としての

  コンピュータ科学の進歩には逆行するものかも知れ

  ないが、無限ではない重要な言い回し語句 を記憶 し

  て再利用できるようにすることは、MTの 有効利用

  にとって欠かすことができないものと考えられる。

  しか し、この行程には、論文にはならない腕力作業

  が主体となり、短時間に経済性を追求できるような

  商品化も無理が伴う。このことは、あらゆる一般の

  製品にとって、出来合い製品がスイッチーつで完動

す る よ う に な る まで には 、 ユ ー ザ ー側 の 量畠分 な使 い

込 み と、 そ の 際 に何 らか の 不 具 合 が あ れ ば メー カ ー

側 の 即 時 の 対 応 、 また そ の 繰 り返 し、 とい う長 い使

用 開 発 経 験 が 基 に な っ て い る もの で あ ろ う。 特 に

MTの よ うに 、 異 文 化 と異 文化 の 交流 の接 点 の 基 本

を なす もの に と って 、 景気 に左 右 され る よ うな 開発

態 度 は厳 に慎 ま なけ れ ば な ら ない よ うに思 わ れ る。

今 回のMTサ ミ ッ トにお い て も、 この よ うな雰 囲気

は欧 米 と わが 国 の 開 発 姿 勢 に現 れ て い る よ うに感 じ

た 。

 筆 者 の 周 りの プ ロ の 翻 訳 者 の 中 に は 、MTを 有 効

に利 用 して い る 人 達 は 多 い。MTを 利 用 す る と、翻

訳 作 業 が 飛 躍 的 に速 ま り、数 字 の 桁 落 ち、 翻訳 文 の

段 落 抜 けや 行 抜 けの よ う な致 命 的 な ミス が 無 くな る。

ま た 、翻 訳 語 句 が 統 ・化 され る ば か りで な く、MT

の 出力 が ど う して こ の よ う に な るの か 、 を考 え な が

ら推 敲 して い る と 、 不注 意 な翻 訳 ミス も激 減 す る 。

こ の よ う にMTの 進 歩 の恩 恵 を受 けて い る 人 々は 多

い に もか か わ らず 、MTを ヒ3に 使 い 込 ん で い る

人 々 はサ イ レ ン トマ ジ ョ リテ ィを決 め 込 み 、MTの

良 さ も判 らず に粗 ば か り探 し出す 声 の 大 き な人 々の

意 見 が 大手 を振 っ て い る の は何 処 の世 界で も同 じな

の か も知 れ な い 。

 当 初 、残 暑 厳 しい9月 の 半ば に お け る赤 道 直 ドの

シ ンガ ポ ー ル で の 会 議 は 、 さぞ か し暑 くて堪 ら ない

こ とで あ ろ う と不 安 な気 持 ちで 出 か け て 来 たが 、 東

京 よ りもか え って 涼 しい 位 の 過 ご しやす い気 候 で あ

った 。 さ ら にMTサ ミ ッ ト会 場 な どは 空調 が 完 備 さ

れ て い て 、 汗 をか くこ とも な く爽 や か な晩 夏 を過 ご

す こ とが で き た。

 今 回の 旅 行 で は 、珍 し く3El間 と も会場 とホ テ ル

の 間の み を往 復 す るだ けで 、観 光 は ・切 無 しにMT

サ ミ ッ トへ の 出席 のみ に 専念 した。 この 理 由 と して

は 、 当MTサ ミッ トの 内容 が 充 実 して い た こ とに よ

るが 、 また 一一方 で は 、 東洋 最 大 の ク ルー ズ会 社 と し

て 、 この とこ ろ急 速 に 力 を付 け て き た ス ター クル ー

ズ社 の カ ジュ ア ル 的 な 豪 華客 船 を再 び利 用 して 東 南

ア ジア 海域 の クル ー ズ を楽 しむ ため に、 そ の 母 港 と

して の シ ン ガポ ー ル には 今 後 も また しば しば 訪 れ る

こ と にな ろ う と予 想 した こ とに もよ る。
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 MTサ ミ ッ ト最 終 日の"Workshop"が 開 催 され た

17日(金)の 早朝4時 前 に起 床 して 、 ホ テ ル に 頼 ん

で お い た タ クシ ーで 空 港 に着 い た 。 そ の 際 、 請 求 さ

れ た余 りに 高額 な タク シー 料 金 に 対 して 交 渉 して い

る 中 に時 間が 乏 し くな り、 踏 み倒 す訳 に も行 か ず 、

こ の値 引 き交 渉 を 中途 で 諦 め 支払 い を済 ませ て 、 よ

うや く6時30分 発 の 成 田 行 きの フ ラ イ トに収 ま り、

そ の後 は無 事 に帰 京 す る こ とが で きた 。

 今 回 の旅 行 中 には 、 到 着 時 の トラ ン ク中鍵 の誤 設

定 や タク シ ー値 引 き交 渉 失敗 の よ うに個 人旅 行 に伴

う幾 つ かの トラ ブ ルは あ った もの の 、 前記 の よ うな

MTサ ミッ ト参 加 の 目的 が 達 成 で き、 更 に この 関 連

分野の第一線でご活躍中の国内外の多 くの方々との

知己を得たことは、短い旅行期間としては望外の収

穫であった。

 謝辞が末筆 となったが、世界に互 して素晴らしい

立派なMTサ ミッ トを企画 ・実行 されたAAMTと

同委員会各位のご苦労に感謝すると同時に、またシ

ンガポール側の現地事務局各位に対 して、その会議

運営管理の実務、会場での昼食や間食用飲食物の提

供、 レセプションやバンケットのお膳立て、シャ ト

ルバスの運行、など心を込めたおもてな しに謝意を

表する次第である。

一
京都 大学総長 長尾 真 先生
'99年NEC「C&C賞 」受賞

NEC「C&C賞 」 は、 世 界 の エ レク トロ ニ クス 産 業 の 発 展 に 多 大 な る貢 献 をな され た方 々 に授 与

され る賞 で 、1985年 以 来 毎 年 若 干 名 な 方 々 が選 ば れ て お り ます 。

 1999年 度 は 、AAMT前 会 長 で もあ りま した京 都 大 学 総 長 、 長 尾 真 先 生 が この 栄 え あ る 賞 を 受 賞

され、10月28日 にホ テ ル オ ー クラ で 、表 彰 式 典 が あ りま した。
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Reflections after MT Summit VII

                                     Carl Kay(AAMT Member)
                                     Business Consultant

The Asian MT Summit VII'99 in Singapore provided a most welcome intensive

immersion in the subject and a chance to interact with the friendly community of

people in the field. The conference confirmed my sense that the quest for MT of Asian
languages remains powerfully compelling, and that a growing number of dedicated

people are hard at work advancing the art.

My own perspective is that oftwenty years in the Japanese translation field, including

the last two years in the upper management of a global localization firm(Irecently left

the company to become an independent consultant).Over the years my Japanese

translator colleagues and I have been skeptical of the possibility of using computers

alone to create accurate and reader-friendly translated prose in all but the most

controlled situations. The exhibits I saw in Singapore did not fundamentally alter that

view, though in my random browsing I found that the range of sentences that emerge

in reasonably good shape when translated by commercial J‐E systems has

dramatically increased over the last five years.

In my years as a localization business manager trying to deliver maximum value to

demanding global clients, the tradeoffs of introducing MT into Asian translation and

localization never seemed to balance out in favor of implementation. Could a scalable,

cost‐effective pre‐and post‐editing process overcome the quality challenges?Could

the subject domain and original writing parameters be controlled enough to get the

leverage needed to justify the investment of effort and money?With the IT industry's

rapid change of products, technology, people and even companies, it always seemed

that by the time the MT system was tuned, the terminology would already be obsolete

and the client-side sponsors all at new start-ups in another city. My hesitation to

apply MT in commercial projects certainly seemed justified by what I saw around me

atelecom company abandoning a very large-scale MT effort, an MT developer with

declining sales, being peddled by investment bankers. No obvious commercial

successes,just challenging struggles and some failures.

Leong Mun Kew's presentation was the highlight of the conference for me. The

Internet clearly offers or even forces new models for imagining the MT"business".

Leong suggested that the dynamics of the tradeoff of accuracy vs. satisfaction will be

altered in Internet-based MT. I fully agree. It is clear that the Internet creates a

volume of information previously inconceivable, and that some of the information

exchanges over the Internet will be meaningfully enhanced by machine translation

even at currently possible quality levels. Also the MT art will continue to advance,
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perhaps aided in part by the Internet itself, which Leong suggested is a huge data
source for MT development and a medium for global collaboration on MT projects.

Entirely new Internet-based MT business models are already being created:at the

conference I learned of a planned free a-mail translation service that will be

supported by advertising.

Still, I worry about the other side of the new Internet MT tradeoff paradigm:the

Internet would seem to encourage even greater diversity of content and even less

control of source input than before, which will strain further the MT quality and

investment leverage equations. MT"end-users"in controlled corporate environments

have become used to and even sophisticated about the kinds of errors or peculiarities

their MT system is likely to produce. How will such management of expectations be

handled in an entirely open, random Internet environment?Users of free MT for their

e-mail might not demand their money back, but will they get the satisfaction they

seek, and will they keep using the service and thus deliver the provider the eyeballs

needed to sell advertising profitably?Just being able to think about such questions

made the Summit a rewarding experience and suggest that the Asian MT community

has an exciting decade ahead ofit.

Carl Kay

Osaka, Japan

Carljls@mail.magical.egg.or.jp

Bio:Founder and former CEO, Japanese Language Services, Inc.;Former Vice

President of Asia for Lionbridge Technologies, Inc.; Co-founder of American

Translators Association Japanese Language Division;Currently a Director of Japan

Translation Federation (Tokyo).

  カ ー ル ・ケ イ さん は 、80年 代 前 半 にATAの 日本 語 部 門 の 創 設 に参 加 され 、 また 、 ジ ャパ ニ ー ズ

ラ ンゲ ー ジサ ー ビ スInc.のCEOと して 、長 年 翻 訳 業 務 に携 わ っ て 来 ら れ ま した 。 そ の 後 、 ラ イ

オ ン ブ リ ッジ ・テ ク ノ ロ ジー ズlnc.の ア ジ ア担 当副 社 長 を務 め られ 、'99年12月 に は独 立 して 大 阪

で 、 ビ ジ ネス コ ンサ ル タ ン トと して活 躍 され て い ます 。

 現 在 、 日本 翻訳 連 盟 の理 事 も務 め られ て い ます 。'98年8月AAMT個 人 会 員 と して 入 会。
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論 交 「

Transferring Patterns Based

Japanese to Thai Machine Translation

Chumpho且Krootkaew, Hidetoshi Nagai

Teigo Nakamura and Hirosato Nomura

     Dept. of Artificial Intelligence

     Kyushu Institute of Technology

       Iizuka,820-8502 JAPAN

e-mail:cbumpbol@dumbo.si.kyutech.ac.jp

Abstract

This paper describes the design of a Japanese to Thai

Machine Translation System. Using the characteristics

of the  surface  structure  of Japanese  and  Thai

languages, the proposal is to use the transfemng

patterns in the transfer process. The Iight weight

Machine Translation System is constructed and

pe:fbms the experiment. Tbe basic transfer血g

patterns and the extended transferring patterns being

proposed are proven to cover the translation of basic

and some complex sentences in a Thai language

textbook for the Japanese people.

1.lntroduction

The first project on development of Machine

Translation system(MT)for English-Thai translation

was started in 1981 by a group of Thai researchers

with the technological support from Grenoble

University in France. However, the peculiarity of the

Thai language bottlenecked the progress of the project

and le食 皿any language sp㏄ 迅c problems to be coped

with[6]. Up until now, the researches on modern

languages among linguists have partially proposed

only a few systematic models of the Thai language,

and most researches on Thai language:鵬Brill using

the language models based on English.

Although, there is no Japanese-Thai machine

translation system existing at present, the only one

proj ect concerning Japanese and Thai language

translation is the CICC project which is to develop an

interl血gua1-based machine tlanslation system fbr

Japanese and its neighboring languages;Chinese,

Malay, Indonesian and Thai[9]. The Thai generarion

system in the CICC proj ect generates Thai syntactic

structures from the interlingual representation which

contains necessary information of the meaning. The

mapping from the interlingual representation is simply

determined by the information, which is loaded from a

dictionary, concerning the main verb in the sentence.

However, the method in expressing the semantic

representation is different among languages血the

prqlect[15】. In tra皿slating the Japanese sentences to

Thai sentences, the information can be lost in the

process of analyzing the Japanese sentences to the

interiingual representation and also ixi the process of

generating the Thai sentences from the interlingual

representation.

In this paper, we aim to construct a light weight

Japanese-Thai MT system for which only the shallow

level of analysis is req血ed.覇thout廿 且e inにr五ngual

representation, the system generates the Thai syntactic

s廿ucture directly from the Japanese surface structure.

We define the transferring patterns used in the transfer

process by determining the relationships between

basic Japanese and Thai sentences in a Thai

textbook[12]. Because of its small size, the system is

supPosed to be used, by the Thai peoPle, fbr止e

information scanning of the Japanese homepage on

止e血1temet.
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2.Language model for Japanese to Thai

   Translation

The Thai language is said to be an isolative language

having neither a lexical inflection due to word

agreement and tense(as in English)nor an obvious

syntactic case marker(as in Japanese). Having no

syntactic case marker, the position of words in a

sentence is very血portant fbr recognizing tbe

meaning and the syntactic role[14]. Although the

Japanese and the Thai languages are said to be very

different on the surface, the example 血 Figure l

sllows tbat bo止Japanese and Thy use tlle same

structural order to express the topic and predicate

relationship. In contrast, the duect translation to

English is not common because of differences in

sentence structure.

        <topic>     <predicate>

      [elephant][]   [nose][] [long]

        zou    ha    hang ga  nagai

JP 1: 象  は  鼻 が 長 い

        V・
TH 1:  ?nく1       'oつ'3    £nつ

      [elephant]    [nose]   [long]

                             ＼
ENI:To talk about an elephant, thenose is long.

        Figure 1:An elephant has long nose

Thai language is also said to be a paragrapb-e伍cient

language[10]. Unlike the clause-efficient languages

such as European languages, a sentence of Thai

language appears very inefficient, giving insufficient

information  for  constructing  the  action  being

communicated. On the other hand, at the paragraph

rank, Thai language is more efficient, with little

repetitions of the subject, object, definiteness, tense,

etc・, which止e heazer akeady knows or can easily

guess. By this concept, The Thai and Japanese

languages are similar in which they also tend to omit

出eredundant components and information in the

sentences. Although not aU血formative omission of

both languages aze agreed, we attempt to set the

agreement in some level fbr construct血g a language

model fbr our mac1血e translation system .

Supporting our aim to construct the light weight

syste叫we attempt to define the transfewing Pattems

to be used in the machine translation system. The

transfe血9 Pa賃ems which are the relationshjPs

between Japanese and Thai sentences are defined

based on Thai fundamental sentence structures used in

Thai language learning textbook for the Japanese

people[12]. The system  us血9  血ese pa抗erns is

expected to be able to generate these Thai basic

sentences丘om the Japanese sentences,

The outline of our system is described in section 3.

The examples of basic patterns and the extended

semantic patterns we have categorized are described

血secdon 4 and section 5, respectively. In sec丘on 6

the algorithm of the system is expla血ed. The

evaluation of the experimental translation results are

shown in secrion 7.

3.Machine Translation System

The translation system presented here is a model

system wbich is imple皿ented fbr investigating tlle

techniques proposed. T'he structure of our Machine

Translation system can be broken down血to 4 phases,

as shown in figure 2, and each phase is expla血ed

briefly below:

  Japanese Input Sentence

Morphological Analysis Japanese
Dictionary

Sentence Type Recognition

Structural昏ansfbrr㎞ し9

Trans飴r血9

 Patterns

Morphological Generation Japanese-Thai
  Dictionary

Thai Output Sentence

   Figure 2:0utline of the MT syste皿
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Morphological Analysis:

A Japanese input sentence is morphologically
analyzed in this phase. We use the existing Japanese

morphological analysis system[7]to segment the
Japanese sentence into the Japanese words list. The

part of speech, and血some cases lexical meaning, of

each word is determined here by referring to the

Japanese dictionary. The morphological analysis

system may produces the ambiguous outputs, but this

is not our present concern.

Sentence Type Recognition:

By determining the lexical information, semantic

information, word order, and the surface expression,

the Japanese sentence is then recognised to be a

sentence  type.  Ambiguities  occurring  in  the

recognition  process  can  be  eli皿inated  by  the

constraints defined in the transferring patterns. Further

discussion of the constraints will be presented later in

section 6. In this way, the specific groups of the

sentence patterns can be applied in the next phase.

number of patterns which havo s血 血ar fbrms. Tho

s血ple fbms of the basic sentence and phrase p獺 鵬

aze show n in血is section below. The simple forms of

止eextended semantic sentence and phrase patterns

aze explained in the next section.

Notation:

We use the following notations in writing the simple

form of the Japanese patterns.

【_]

〈  〉

(n:...)

word or expression:

Ex.[negation]=word or expression which

shows the negative information.

phrase:

Ex.〈 〉=any phrases

reference part:

Ex.(2:<NP>)=this NP is mazked as the

second reference, which will be referred

仕om出e Thゆattern,

We simply use the angle brackets, o, to present the

coπesponding p磁s血the TSP pa賃 ㎝s皿d in止e

example sentences.

Structural Transferring:

4.1Basic Sentence Patterns
This phase generates a Thai sentence丘om the

Japanese sentence by using the mapping in the

transferring patterns according to its sentence type.

These patterns will be explained in the next section.

The sentence generated in 止is phase is the list of

Japanese words in Thai word order with some Thai

words and expressions generated directly from the

patterns.

The basic sentence patterns are categorized by the

syntactic structures into 3 types. A sentence pattern

consists of Japanese Sentence Pattern(JSP)and Thai

Sentence Pattern(TSP). In some types, transferring

patterns may consist of血e exceprion patterns, such as

Negation patterns(JSP-NEG l.1, TSP・NEG 1.1)血

Type l below:

Morphological Generation:

Type 1:Nominal Predicate Sentence

The Japanese words le且 血 廿ie sentence are then

replaced in this phase using the Japanese-'Thai

dictionary. The question of Thai word selection which

has been discussed in our previous work[3]is not

repeated in this paper.

The nominal predicate sentences are the most

funds皿ental forms of both languages. Tbsり りe of

Thai sentences have the specific form of negation.

4.Transferring Patterns

The transferring patterns defined in this paper are the

pairs of Japanese and Thai patterns. The patterns are

categorized into various types. Each type contains a

JSP l.1:(1:[demonstrative])は(2:<NP>)だ

  TSP 1.1:<1>◎ ∈〕<2>

  Ex二 くこ れ 〉は く本 〉で す 。 今

     <u:this>祠 ∈〕:be<胴郵"箭a:book>

(Ttris is a book.)
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JSP l.2:(1:<NP>)は(2:<NP>)だ

 TSP 1.2:<1>しO駄<2>

 Ex:〈 私 〉は く日本 人 〉で す 。 →

   ・vau・1・・伽 ・b・・Flu:p・・pl噸 ・・J・p…

    (Iam Japanese.)

JSP・NEG l.1:(1:◇)は(2:<NP>)だ[negation】

 TSP-NEG 1.1:<1>㌦ 羽1噴<2>

 Ex:〈 彼 〉は く学 生 〉で は な い 。 今

 くし¶1;he>塊3」:notl°x:correct<燭nし 号釦魅:student>

    (He is not a student.)

Type 2:Adjectival Predicate Sentence

Although the adjectival predicate sentence takes the

same form with the nominal predicate sentence in

Japanese, they are different in Thai language.

JSP 2.1:(1:<NP>)は(2:[Adj])だ

 TSP 2.1:<1><2>帆3

 Ex:〈 あ な た 〉は くき れ い 〉で す ね 。 今

    <q":you><醗 つε」:beautiful>腕 嵩:SOS

     (You are so beautiful.)

JSP 2.2:(1:<NP>)は(2:◇)(3:[Adj])だ

 TSP 2.2:<1><3><2>

 Ex:〈 タ イ 〉は くと て も× 暑 い 〉。 →

・・罫・。:c・unt醐 別:Th・i><7・ 魅:h・t× 劉・n:ve吟

    (Thailand is so hot.)

JSP。NEG2.1:(1;<NP>)は(2:◇)(3:[Adj])だ 【negation】

 TSP-NEG 2.1:<1>'lu<3><2>

 Ex:〈 昼 ご 飯 〉は くあ ま り× お い し く〉な い 。 今

く別1つ:ricen翁1"う{魅:day>、 割:not<alro割:delicious>

<しm、 鵬:SOI>

   ('fhe lunch is not so delicious.)

Type 3:Verbal Predicate Sentence

The verb pattern describes the syntactic pattern of a

verb. It shows the obligatory cases that a verb should

take. We assign the Verbal Predicate Sentence patterns

by the Thai verb patterns as follow.

Type 3.1:SUB+V

 JSP 3.1.1:(1:<NP>)(2:<V>)

 TSP 3.1.1:<1><2>

 Ex:〈 彼 〉は く来 る 〉。 →<691'1:he><割1:come>

    (He come.)

Type 3.2:V+DOB

 JSP 3.2.1:(1:<NP>)が あ る

 TSP 3.2.1:劃<1>

 Ex:〈 本 〉が くあ る〉。 → 丘exist<竹 ☆粛a:book>

    (There is a book.)

Type 3.3:SUB+V+ADV

 JSP 3.3.1:(1:<NP>)は(2:凹)合 う

 TSP 3.3.1:<1><2>nu

 Ex:〈 彼 ら〉は く競 り〉合 う 。 →

〈w7n:group囲 、:helshe><66Yld:compete>

nu:each other

    (They are competing against each other.)

Type 3.4:SUB+V+PP

 JSP 3.4.1:(1:<NP>)は(2:<PP>)(3:【V])

 TSP 3.4.1:<1><3x2>

 Ex:〈 彼 〉は く彼 女 と〉〈結 婚 す る〉。 →

 <剛1:he><し し㈱m覧:marry><nv:with 6ba:she>

    (He married her.)

Type 3.5:SUB+V+DOB+Pp

 JSP 35.1:(1:<NP>)は(2:<PP>)(3:<NP>)を(4:M)

 TSP 3.5.1:<1><4><3><2>

 Ex:〈 彼 〉は く子 供 に 〉〈お も ち ゃ 〉を く買 う 〉。 今

       x              l
<6Y1'1:he><ma:buy><vaa:thing旧 脇:play>

鋪:give Vn:child・

    (He bought a toy for his son.)

Type 3.6:SUB+V+DOB

 JSP 3.6.1:(1:<NP>)は(2:<NP>)を(3:[V】)
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TSP 3.6.1:<1><3><2>

Ex:〈 彼 〉は く手 紙 〉を く書 く〉。 →

<剛 り:he× 剛 凹鮎:write><司 ◎竹闘1別:letter>

   (He wrote a letter.)

Type 3.7:SUB+V+DOB+IOB

JSP 3.7.1:(1:<NP>)は(2:<NP>)に(3:<NP>)を や る

 TSP 3.7.1:<1>工 腕<3><2>

 Ex:〈 彼 〉は く彼 女 〉に くお 金 〉を や る 。 今

 くし別1:he>届:give<肉 鮎:money><～ 五a:she>

     (He gave her some money)

Type 3.8:SUB+V+COMP

 JSP 3.8.1:(1:<NP>)は(2:<Clause>)こ と を 知 る

 TSP 3.8.1:<1>竃 っ1<2>

 Ex:〈 彼 〉は く彼 女 が 来 る 〉こ と を 知 る 。 →

 <6Y1'1:he>s:knowっ っ:that<し五a:she罰:come>

     (He knows that she came.)

Type 3.9:SUB+V+DOB+COMP

 JSP 3.9.1:(1:<NP>)は(2:<NP>)に

      (3:<Clause>)こ と を 教 え る

 TSP 3.9.i:<1>t」an<2>つ1<3>

 Ex:〈 私 〉は く彼 〉に く彼 女 が 来 る 〉こ と を 教 え る 。

→<軌 脇:1>9」an:told<し 曳11:he>つ1:that

  <L五a:she制1:come>

     (Itold him that she came.)

4.2Basic Phrase Patterns

Like the basic sentence patterns, the basic phrase

patterns are de丘nod丘om tbeir syntactic structures.

The pa就e皿s consist of the Japanese Phrase Patterns

(JPP)and the Thai Phrase Patterns(TPP). Some

examples of the basic phrase patterns are shown as

follow:

Type 101:Noun Phrase

 JPP 101.4:(1:<Clause>)(2:<N>)
             r' TPP

 lOl.4:<2>岡<1>

 Ex:〈 私 が 買 っ た × 本 〉。 →

  vr   r  v
<"魅 く順a:book>γ1:that<"駄:l me〕:buy>

  (The book that l bought.)

Type 102:Adjective Phrase

 JPP l O2.2:(1:[Adj])て(2:[Adj】)

 TPP lO2.2:<1>しLaっn<2>◎ っ凹

 Ex:〈 お い し く〉て く安 い 〉。 →

 <o筆a£ 」:delicious>LLaつn:then<百}n:cheap>

  qつ 釦:alSO

    (Both delicious and cheap.)

Type 103:Verb Phrase

 JPP lO3.3:(1:[V]) に (2:N])

 TPP 103.3:<2><1>

 Ex:〈 買 い〉にく行 く〉。 →4」:go× 尋a:buy>

    (Go to buy.)

Type 104:Preposition Phrase

 JPP 104.2:<NP>で

           」 TPP
 104.2: 11<1>

 Ex:〈 家 〉で 。 今 れ:at<mwhome>

    (At home.)

5.Extended Semantic Patterns

Having no inflection, the use of modals, auxiliary

verbs and adverbs plays an important role in Thai

sentence generat血g. For this reasoq the importallt

strategy血ouLr transferring patterns is to create nodes

in the syntactic structure. We then put the order of

those nodes into a linear surface form according to

then syntactic roles血the Japanese source sentence.

However, some i面 ㏄tion information found血

Japanese sentences may have different forms in Thai

sentences depending on the usage of Thai modals and

expressions. We define the extended pattern types to

cope with this problem by determining the meaning of

止eJapanese and Thai sentences and phrases. Eacb

pattern type has its own constraints to form the Thai

structure. We call these patterns the Semantic Patterns

which are explained below.
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5.1Semantic Sentence Patterns

Like the basic sentence Patterns, the semantic

sentence patterns also consist of the JSP and TSP as

follow:

Type 11:The sentence which shows`Ability'

JSP ll.1:(1:<NP>)は(2:<NP>)が で き る

 TSPll.1:<1>創1胴11m1帖 ◎1脇<2>

 Ex:〈 私 〉は くテ ニ ス 〉が で き る 。 今

 <ζ 脇:1>尉13n50:ability1覧 頓11鴨:about

 〈しγ11協㌧る副:tennlS>

       (Ican play tennis.)

JSP ll.3:(1:<NP>)は(2:<NP>)を(3:[V】)

      こ と が で き る

 TSP ll.3:<1>扇 、胴11m<3><2>、 例

Ex:〈 私 〉は くケ ー キ 〉を く作 る〉こ と が で き る 。 今

 <au:1>m尉1↑ Ω:ability<m:make>

 <6flf1:cake>塊 σ1:ability

       (Ican cook a cake.)

JSP・NEG l l.3:(2:<NP>)を(3:凹)こ とが で き ない

 TSPlL3:<3><2>1劇 、済

 Ex:〈 ケ ー キ 〉をく作 る〉こ とが で きな い 。 →

 <竹1:make><し 高n:cake>、 制:not"ln:ability

       (lcan not cook a cake.)

JSP l3.4:(1:[Adv】)(2:「V])ま し ょ う

 TSP l3.4:<2><1>ma富

 Ex:〈 一 緒 に 〉〈踊 り〉ま し ょ う 。 →

<691163'1:dance><σn暫nu:together>しna影:(let us)1

      (Please dance with me)

Type 14:The sentence which shows`Command'

JSP I 4.2:(1:[AdvJ)し な さ い

 TSP l4.2:竹11劉<1>魅 嵩

 Ex:〈 き れ い に 〉 しな さ い 。 →

   竹1:do1γ1:give<観3a1σ1:clean>MY:1

     (Make it clean.)

JSP I4.3:(1:<NP>)は や め な さ い

 TSP l4.3:し 蔚n<1>密 嵩劉

 Ex:〈 冗 談 〉は や め な さ い 。 今

 し蕊n:quit/stop<瑠q:speakaaし 創鴨:joke>qf:祠:1

    (Stop kidding.)

Type 15:The sentence which shows`Causative'

JSP 15.1:(1:<NP>)は(2:<NP>)に(3:[v1)さ せ る

 TSP 15.1:<1>'lv1<2x3>

 Ex:〈 私 〉は く彼 〉に く行 く〉さ せ る 。 →

    <膏 脇:1>1胴:give<L馴 、:he><69」:go>

    (Ilet him go.)

Type 12:The sentence which shows`Desire'

JSP 12.3:(1:<NP>)は(2:<NP>)を(3:「V】)た い

 TSP l2.3:<1>a割1n<3><2>

 Ex:〈 私 〉は くこ れ 〉を く買 い × た い 〉。 今

・伽:1・ ・別・n:di・i・e・イ・:b・y><ru:this>

       (Iwant to buy this.)

Type 16:The sentence which shows`Estimation'

JSP l 6.1:(1:<NP>)は 多 分(2:凹)

 TSP l6.1:<1>0、 司角影<3>

 Ex:ぐ 私 〉は 多 分 〈行 く〉。 →

    <Vs u:1>a1胴::estimate<塊1」:90>

    (Imay go.)

Type 13:The sentence which shows`Request'

JSP l3.1:(1:<NP>)を 下 さ い 。

 TSP l3.1:呪 旧<1>γ1脇a"

 Ex:〈 水 〉を 下 さ い 。 今

¶0:reqUeSt<m:Water>γ1魅a凹:little

      (Please give me some water.)

5.2Semantic Phrase Patterns

The semantic phrase patterns use various types of

information, lexical meaning, keywords and syntax

丘om tlle surface of the Japanese sentences, Tbe

examples血Type lll show the usage of lexical

meaning and expressions, and the example in Type

112shows the usage of syntax.
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Type 111:Location Phrase

  Lexical mea1血g:
              」」

      ここ → 穐(Here)

     タ イ 国 → 前a訊 糖(Thailand.)

  Keywords

     〈テ ー ブ ル 〉の 上 今1jwon4例 影:table>

      (On the table)

Type 112:Durarion Phrase

  Syntax

      〈月 曜 日〉か ら く金 曜 日 〉ま で 今

      mn:from<っ 駄句魅γ17:Monday>
       4       V      げ

      na:toぐ 〕鷲qnlr:Friday>

       (From Monday to Friday)

We also define other types of semantic phrase patterns

which aze shown in the following list.

Type 113:Topic Phrase

〈車 〉の こ と は 今6a":subject<m:car>膏 脇:that1

       (According to the car)

       〈日 曜 日 〉を 除 い て →

    urn:outmn:from<つ 覧a1γ1例釦:Sunday>

       (Except on Sunday)

6.Transferring Algorithm

The Figure 3 below shows the algorithm for the

structural transformation process using the

transferring patterns proposed.

Japanese Word list

Type 114:Time Phrase

  〈朝 〉か ら → v6156161:from<m:morning>

       (From the morning)

Semantic

Sentence
Pattern
  ?

Phrase&
Embedded
Sentence
Transfbr

Type 115:Duection Phrase

    〈北 〉に 向 か っ て 今

    轡駄:turn、d:goγm:way<田 丘a:North>

       (Face to the No曲)

not yet

no

yes

no

Type 116:Purpose Phrase

     ・あなた・のために → ・耐・・f。・・q"・y・U・

       (For you)

no

舳
望

Transfer

According

t・ 野pe

Phrase

Processed
   ?

yes

㌣e
 ?

yas

Transfer
According
to Type

Type 117:Reason Phrase

    〈自 転 車 〉だ か ら →

   し洲盲1塞っ1:becauseし{1覧:be<顎n7凹 、駄:bicycle>

       (Because it's a bicycle)

yas

Transfer
According
to Type

Default Structural]阯allsfbr

Japanese VVbrd hst血Thai Wbrd order

Type 118:Exceprion Phrase Figure 3:The flow of the St】ructural Transferri皿g
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The list of Japanese words, which is the output丘om

山emorphological analysis process, is recognized to

be some sentence types by matching this to the

Japanese sentence patterns of the transferring patterns.

The Japanese word list is then structurally transferred

to Thai word order using the transferring patterns and

exception rules defined for each type of patterns. The

order of the patterns which is used in the matching

process  is  defined  according  to  the  patterns'

specifications and complications. From the flow in

Figure 3, the system tries to match the Japanese word

list with the semantic sentence patterns fi*st. Then the

basic  sentence patterns  aze  investigated. The

ambiguity  resolution  is  aPPIied  by  usin9  血e

constraints defined in the Thai sentence patterns as

shown in the example below. For the last step, the

incomplete, and also the mismatched sentences, are

checked and transferred using the basic transferring

patterns in the default structural transfer process.

Recognition Patterns:

The example of the complete form of the Patterns is

shown with the additional notation below:

Notation:

   {a,b}

   (aaa)

The selecrion of`a'or`b'.

The`aaa'can be omitted.

JSP 999:

  (1:◇[text={は,も};pos冨 副 助 詞1)

  ((2:◇)[text=を;pos=副 助 詞 】)?

  (3: [;pos=動 詞 】)

  [text=こ と;][text=が;】[tent=で き る;】

  (4:°)

TSP 999:

    [<1>;NP+particle;SUB]

    [<m国 竹n>;Key Word;Ability]

    [<3>;VP;Main Uerb]

    [<2>;NP;OBJ]

    [・4・〉;Key Wo・d;Ability】

    [<4>;Verb Inflection;INFO】

塵

」≡竺」」些蛙」勲 」」hai-key 」塑 」Fi】鰍e:tit

_「口X

あなたはタイ料理 を作ることが出来 ますか。

私も作ることが出来ます。

ム
ヨ

/
、/

Save Thai-key Wrap」 ・ilenan・・r-Trans>〉!

1<[あ な た][は]>2<【 観、揃 顎]>3<【 作 る]>4<[タ イ]【料 理]>5<虞 ◎]>6<[ま す]【か]>

1<[私][も]>2<[司 、困、竃a]>3<[作 る]>4<蘭]>5〈 〔ます]〉

議
ヨ

f

."

Save That-key
」煙 」Fi…a・ ・「 一 一Trans>>}

1<[あ な た][は]>2<[mm鴉]>3<[作 る]》4<【料 理][タ イ]>5<醜q]>6<[か][ま す]>

1<[私][も]>2<[mm7司>3<[作 る]》4<[胴]>5〈 【ます]〉一 △

ー
ヨ

,
ノ

Save Thai-key
」竺 」Fiユ・nan・・「 一 一 一T・ ㎝・〉>{

,一一

1・[FIM]ロ・2・[創・… 。]・3・[向メ ・【・・m・]魎]・54・]・6・ 隔][・ 豹]・

1・[刷 向 ・2・[鰍 ・割 ・3・圃 ・4く飼 ・5・【◎洵 ・
」

/

誕 ノ♂f

Figure 4:The demonstration system

一26一



The demonstration system in Figure 4 shows the use

of JSP 999 and TSP 999 in the Translation of two

Japanese sentences to Thai sentences.

We recognize the Japanese tagged sentences by

matching them to the JSP patterns. If multiple of the

JSP patterns are matched, the constraints defined in

attributes of each TSP pattern are applied to find the

coπect one. At present, for 血e Japanese input

sentences with the forbidden of particle omission, the

ambiguities can be solved correctly. We also propose

to calculate the matching score from percentage of the

number of constraints satisfied.

5:Excellent

4:Good (Can be improved)

3:Acceptable (Not correct grammar, but

   preserves the meaning)

2:Not good(Wrong grammar, but partly preserves

   the meaning)

1:Bad(Wrong gra皿mu, wrong meaning)

The evaluarion is done by 3 Thai narive speakers

which is shown in Figure 5. Figure 6 shows the

average point of the evaluarion. The Average po血t of

all sentences in this experiment is 3.7.

Sentence Type Overwriting Rules

After matching with the recognition patterns the

sentence is categorized into the appropriate type, and

reordered to Thai order in phrase level as shown in

TSP 999 for example. The basic rules, defined in basic

transferring patterns, aze then applied to the sentence

if the same rules are not defined for that sentence type.

Thus we can overwrite the basic rules by defining the

appropriate rules in each sentence type. We also

subcategorize the sentence types when it is needed. In

this way, we can manage the extension of the patterns

properly by taking care of their u止erita皿ce and

overwriting rules.
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Figure 5:The evaluation by 3 Thai native speakers

7.Experiment

We血Plemented our system on the Intel personal

computer with Linux operating system as shown in

figure 4 above. The prototype program is written by

using Per15 0bject-Oriented Programming. With less

tLan 40 Uransfe血g  patterns and  420  items in

Dictionary, the system performs the translation of 194

sentences from Japanese to Thai. The sowce being a

b血gual Thai/Japanese T巳xtbook fbr Japanese pcople.

The textbook contains 200 examples of basic Thai

sentences with Japanese equivalent sentences. We

evaluate the resulting sentences by determining the

grammar and meaning compared to the source

sentences. The evaluated points of the resulting

sentences are defined below:

s
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a
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g
w
n
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Figure 6:Average points of the evaluation
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Concluding Remarks

The transfer血g patterns for the light weight Japanese

to Thai machine translation system are therefore

proposed. wth these patterns, the system can perform

its tasks without the analysis in deeper level. The

translation result of the experiment is fairly good as

shown in the previous graphs.

At present tlle transferring Pattems can cover s血ple

Japanese sentence and some complex sentences in a

Thai language textbook[12]. We will define more

extended semantic patterns to cover the longer or

more complex sentences. We aze currently pursuing

some ideas to apply our system to be used in the

Information Scazu血g System on出e血temet.
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難
機械翻訳 白書発行のね らい

機械翻訳白書編集委員会委員長

 九州工業大学情報工学部教授

          野村浩郷

   アジア太平洋機械翻訳協会では、本年3月 末発行

  を目処に 「機械翻訳白書(仮 称)」を発行すべ く準備

  を進めている。当協会内のすべての委員会などが参

  加し、関連する事項の広範囲な調査 と検討により、

  インターネット社会における多言語処理のターニ ン

  グポイントでの技術的飛躍を目指 して、国際的連携

● によ嘘 醐 ・取 り組むべ き研究 ・開発プ・ジ・・
  トを提 言 す る こ とを 目的 と して い る。

 インターネットの急速な普及により外国語で書か

れたWebに アクセスするための多言語処理 ・機械

翻訳の需要が従来にもまして高まっている。このよ

うな急務な要請に答えるため、関連する現状 と問題

点を調査 ・整理 し、国際的な観点 も踏まえて、国家

的なレベルで重点的に取 り組むべ き事項を提案する

ことが今回の 「機械翻訳白書(仮 称)」を発行する主

なるねらいである。

   従来、日本電子工業振興協会(JEIDA)の 機械翻

  訳委員会においてそれぞれの時期におけるこのよう

  なねらいをまとめた報告書をいくつか発行 してきた。

  古 くは、 「機械翻訳システムの調査研究」の報告書

・   (57-C-438、pp26-28、1982年3月)で 国 家 的

  な 観 点 か ら の 機 械 翻 訳 へ の 取 り組 み の 必 要 性 の 提 言

  を行 い 、 具 体 的 な 問 題 点 を 指 摘 し た 。 ま た 、 「機 械

  翻 訳 の 開 発 と 実 用 に 関 す る 実 態 調 査:日 本 に お け る

  機 械 翻 訳 の 実 態 のALPACレ ポ ー トに 照 ら し た 一 考

  察 … 翻 訳 に お け る 人 間 と コ ン ピ ュ ー タ の 調 和 を 目 指

  し て … 」(ppl-223、1989,年4月)お よ び そ の 英

  訳 「AJapanese View of Machine Translation in Light of

  the Considerations and Recommendations Reported by

  ALPAC, U.S.A. … Toward  the  Translation

  Harmonization of Humans and Computers…(pp 1‐

  197、1989,年4月)を 発 行 し、 機 械 翻 訳 の 技 術 と

  シ ス テ ム 化 の 状 況 を ま と め る と と も に 、 さ ら な る 取

  り 組 み に つ い て の 提 言 を お こ な っ た 。 さ ら に 、

「JEIDA機 械 翻 訳 評 価 基 準 」(1992年3月 、pp 1-

129)お よ び そ の 英 訳 「JEIDA Evaluation of Machine

Translation」(1992年ll月)を 発 行 し、 機 械 翻 訳 シ ス

テ ム の 評 価 法 の 提 案 と 機 械 翻 訳 の さ ら な る 発 展 へ の

提 言 を 行 っ た 。 そ して 、 ま た 、 「The Survey of the

Current Status of Research and Future Trends in

Machine Translation and Natural Language Processing

(1992年12月 、pp l-212+pp 1-38)を 発 行 し 、

機 械 翻 訳 の 状 況 と 問 題 点 を 整 理 し た 。

 こ れ らJEIDAか ら発 行 し た 報 告 爵 は 「白 醇」 的

な役 割 を持 った もの もあ る が 、 今 回 の 「機 械 翻 訳 白

書(仮 称)」は 、 これ らの 従 来 の提riを 踏 まえ 、機 械

翻 訳 技 術 の 現 状 に立 脚 し、 か つ イ ン ター ネ ッ トの 普

及 とWebア ク セ ス の 国 際 性 、 お よ び 電rメ ー ル の

一般 化
、 電 子 商 取 引 の 台 頭 の 動 向 な どに 基づ き、現

在 お よ び将 来 予 想 され る情 勢 を加味 して 、あ えて 「白

書 」 とい う こ と ば を使 い種 々の 要 請 に答 え る た め の

取 り組 み に関 す る提 言 を意 図 した もの で あ る。

 北米においては、米国では世界の情報収集という

観点などから機械翻訳への取 り組みが行われ、カナ

ダでは二つの公用語に対処する行政的観点などから

機械翻訳への取 り組みが行われてきた。そして、イ

ンターネットが普及した現在では、将来のインター

ネットの機能高度化という観点からも機械翻訳への

重点的な取 り組みが行われているように伺える。

 欧州においては、欧州連合が12の 公用語を持つ と

いう事実から、12の言語での行政サービスという観

点などから機械翻訳への取 り組みが行われてきた。

そして、現在では、北米 と同じく、機械翻訳は将来

のインターネットの機能高度化の主要事項という認

識からの機械翻訳への重点的な取 り組みが行われて

いるように伺える。
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 こ れ ら北 米 と欧 州 は 現 在 の 世 界 の二 極 を形 成 して

い る よ うに思 われ る。 「極」 とい うこ とば は硬 い 印

象 を与 え るが 、柔 らか い こ とば い え ば 「コ ミュ ニ テ

ィ」 と読 み替 え る こ と もで きる 。 こ れ ら二 極 に加 え

て 、 第 三番 目 の極 の 候 補 と して ア ジアが 存 在 す る こ

とは種 々 の情 勢 か ら見 て 明 か で あ ろ う。 す な わ ち 、

将 来 は世 界三 極 構 造 が 形 成 され 、 これ ら を中心 に世

界 的 な活 動 が 行 わ れ る と 予想 され る 。 そ の友 好 的 な

活動 を さ さえ る ものの 一一つ が スム ー ズ な コ ミュ ニ ケ

ー シ ョ ンで あ り、 その ため の 基 盤技 術 が 多 言 語処 理 、

特 に ク ロス リ ンガ ル イ ンフ ォー メー シ ョンア クセ ス

で あ る 。

 世 界 の スム ー ズ な コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を可 能 と さ

せ るた め に は 、極 の 間 での ス ム ー ズ な コ ミュニ ケ ー

シ ョン と と もに 、極 の 内部 での ス ム ー ズ な コ ミュニ

ケー シ ョンが必 要 で あ る。 そ こで 、 日本 に と って は 、

他 の 二 極 な ど との スム ー ズ な コ ミュニ ケ ー シ ョン を

確 保 す る と と もに 、 ア ジア の リー ダ と しての 責 務 を

は たす た め 、 ア ジア言 語 の 間の 機 械 翻 訳 す な わ ち ア

ジ ア言 語 の ク ロ ス リ ンガ ル イ ンフ ォー メ ー シ ョン ア

クセ スの 技術 確 立 をア ジア 各 国 との 連 携 の 基 に推 進

す る必 要 が あ る と考 え られ る。

 グ ロ ーバ ル ス タ ン ダー ドへ の取 り組 み は昨 今 の 顕

著 な動 向 で あ る よ うに 思 え る。 グロ ーバ ル ス タン ダ

ー ドは、 一一面 で は 、 世 界 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを ス

ム ー ズ に させ る効 果 が あ る と思 わ れ る。 また 、機 器

の製 造 や 活 用 を効 率 的 にす る効 果 が あ る と思 われ る。

しか し、 グ ロー バ ルス タ ン ダー ドが 一つ の方 式 や 考

え 方 を押 し付 け る もの で あ る と した ら、世 界 の友 好

的 な連 携 の 確 立 ・維持 を阻 害 す る危 険性 もあ りえ る

か も しれ ない 。 地 域 ・社 会 ・文 化 な どに根 ざ した ロ

ー カ ル ス タ ン ダー ドか ら グ ロー バ ル ス タ ンダ ー ドが

構 築 さ れ 、 ま た グ ロー バ ル ス タ ン ダー ドを地 域 ・社

会 ・文化 な ど に同 化 させ た ロー カル ス タ ン ダー ドを

構 築 す る とい う考 えが 必 要 か も知 れ な い。

 アジアには長い歴史を持 った多彩な文化がある。

欧州にも歴史に根ざした多彩な文化があるが、アジ

アにおけるその多彩さは欧州の比ではないように思

える。 ・般に、文化は言語を生み育て、言語は文化

の創造に貢献するという側面があるように思われる。

したが っ て、 文 化 を尊 重 す る こ とは 言 語 を尊 重 す る

こ とで もあ る とい え るで あ ろ う。 多 彩 な 言 語 を尊 重

し、 異 な る言 語 の 間で の コ ミュニ ケ ー シ ョン を可 能

と させ る技 術 の 確 立 は、 多 彩 な文 化 を持 った 国 ・地

域 が 連 携 を深 め 、 友 好 的 な連 携 の 極 を形 成 す るた め

の必 須 な技 術 で あ る と い え るで あ ろ う。 す な わ ち、

ア ジ ア言 語 の ク ロ ス リン ガ ル イ ン フ ォー メー シ ョン

ア クセ ス の技 術 は 、 ア ジ ア 内で の 連 携 の ため の イ ン

フ ラ で あ り、 国家 的 な事 業 と して国 際 連 携 の も と に

取 り組 まな け れ ば な らな い もの で あ る とい え るで あ

ろ う。

 それぞれの文化の尊重が行われなかったため、そ

些三勢難 瓢 繰 譲 媛 霧二菰●
うな もの は歴 史 的 に い くつ もみ られ る よ うに思 え る。

そ の 歴 史 は現 在 も作 られ つ つ あ る よ うに も思 え る。

この よ うな不 具 合 を 回避 し、 世 界 が 友好 的 に連 携 し

て よ り良 き社 会 を形 成 す る た め に は 、世 界共 通 語 と

して の 英 語 の 流 通性 を高 め る こ と も必 要 で あ ろ うが 、

個 々の 言 語 を尊 重 し個 々 の 文化 の ア イデ ンテ ィテ ィ

を明 確 に した ク ロス リ ンガ ル イ ン フ ォー メー シ ョ ン

ア クセ ス は 最 も重 要 な イ ン フ ラの 一 つ で あ る とい え

るで あ ろ う。

 アジアの言語の研究は、全般的には十分進んでい

るとはいえない。日本語、韓国語、中国語などの研

究は活発に行われてきたが、他のアジア言語につい

てはそれぞれの言語の基礎的な研究から始める必要

欝翻 懇 言蒜螺 誘讐 写響慧●
体 の 研 究 と ア ジ ア言 語 間 の ク ロ ス リ ン ガル 処 理 の研

究 を支 援 ・推 進 ・ま とめ て い く必 要 が あ る 。 そ して 、

ク ロ ス リン ガル イ ン フ ォー メー シ ョン ア クセ ス の 技

術 を開 発 してい く必 用 が あ る。

 従来の機械翻訳に関する国際連携研究 ・開発プロ

ジェク トとして、通産省から(財)国 際情報化協力

セ ンター(CICC)に 委託されて実施 された 「近隣

諸国間の機械翻訳 システムに関す る研究協力(俗

称:CICCプ ロジェク ト)」がある。これは1987年 か

ら8年 間に数十億円規模のプロジェク トとして実施

された。 日本の機械翻訳技術を移転することを目的
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  として、日本語、中国語、タイ語、マレーシア語、

  インドネシア語の五ケ国語の間の双方向の機械翻訳

  システムを開発することをめざしたものである。こ

  のとき、各国に設置された機械翻訳システムは通信

  回線で結ばれ、オンライン翻訳がで きることを目指

  していた。研究 ・開発は、CICC内 に機械翻訳研究

  所を設立 し、 日本の関係企業が8社 参画 して進め ら

  れた。また各国はその受け皿としてそれぞれ研究組

  織を設置 して研究 ・開発がすすめられた。この多言

  語機械翻訳システムの開発には、通産省の指導によ

  る(株)日 本電子化辞書研究所で約百四十億円をか

  けて開発されたといわれている電子化辞書も活用さ

  れた。このCICCプ ロジェク トは当時としては大き

●  な成 果 をあ げ たが 、 当 初 は 、 日本 語 文 字 のJISコ ー

  ドの よ う な コー ド規 格 が 中 国 お よび タ イ にな い とか 、

  各 国 の 言 語 の研 究 が あ ま り進 ん で い な い とか の 理 由

  で 、 極 め て 限 られ た プ ロ トタ イプ を試 作 す る に と ど

  ま った 。 この プ ロ ジ ェ ク トで は 、 将 来 の 多 言語 処 理

  の 拡 大 性 を予 想 し、 各 国 の 文 字 コー ドを扱 うた め に 、

  5ケ 国 語 を扱 うCICCコ ー ド体 系 と して 、4バ イ ト

  コー ドを採 用 して シス テ ム を作 成 した 。 これ に よ り、

  い わ ゆ るY2Kの よ う な問 題 が 生 じさせ な い配 慮 が

  され て い た 。

   現在の世界情勢およびアジア情勢は従来より飛躍

  した密な形での連携が望 まれている。アジアの各国

  語の計算機処理の研究も活発になりつつあり、これ

  らを日本が支援 し、密な連携のもとに協同研究 ・開

  発を行えば、急速に普及するインターネットへのク

・
  ロス リ ン ガル イ ン フ ォー メー シ ョ ンア クセ ス の サ ー

  ビス を可 能 な技 術 か ら段 階 的 に提 供 で きる よ うに な

  る と思 わ れ る 。

 ア ジア の計 算 機 ・イ ン ター ネ ッ トの 普 及 は急 速 に

進 も う と して い る 。 ア ジア に お け る 人 数 が極 め て 多

い とい う事実 か らす る と 、 ビ ジ ネ ス的 に はi:大 な マ

ー ケ ッ トが控 え て い る こ と を示 し
、 社 会 的 には膨 大

な 要 請が あ る と い う こ と に な る、,これ ら に答 え る と

い う観 点 か ら も、 ア ジ ア 、「語 の ク ロ ス リ ン ガ ル イ ン

フ ォー メ ー シ ョン ア ク セ スの イ ン フ ラ を連携 して 整

備 す る必 要 が あ る。

 現 在 達 成 され て い る 技術 状 況 か らす る と、 令体 の

研 究 ・開 発 は 長 期 的 に 実 施 され る こ とに な る、,具体

的 な 課 題 に は 、Webア クセ ス、 電 」先商 取 引 、情 報

検索 、情 報 ナ ビゲ ー シ ョ ン、情 報抽 出 、情 報 要約 な

どが あ る 。 こ れ らの 中 で 、 そ れ ぞ れ の時 点 の 技 術 に

基づ き、実 用 に供 され る技 術 を切 り出 し、完 全 で は

な くて も役 に 疏つ シス テ ム を順 次 開 発 してい くこ と

に な る。Web情 報 の ス キ ャ ン、 Webの 多,ぞ語 検 索 、

定 型 的 な 文書 の送 受 な どは比 較 的 早期 に実 用 化 で き

そ うで あ る。

 連 携 を 蜜 にす る た め に は 、 ア ジ ア に近 い 日本 の 適

当 な地 域 に 「クロ ス リ ンガ ル セ ン ター」 の よ うな も

の を 設 置 し、 各 国 の研 究 者 を招 聰 して 教 育 も含 め て

研 究 開発 を進 め る と と もに 、 各国 の 研 究 機 関 と も密

な研 究 ネ ッ トワー クを構 築 して研 究 を進 め る 必 用 が

あ る。 こ の ネ ッ トワー クに は 、 世 界 共通 語 で あ る 英

語 の処 理 の研 究 者 、お よび 多 言語 処 理 の 最 新技 術 の

活 用 な どの た め に 、欧 米 の 研 究 者 も入 れ る必 川 が あ

る。

 将 来 の ア ジ ア の連 携 を コ ミュニ ケ ー シ ョン技 術 の

観 点 か ら支 援 す る た め に 、 ア ジ アn語 の ク ロ ス リ ン

ガ ル イ ンフ ォー メ ー シ ョン ア クセ ス技 術 の研 究 ・開

発 は最 重 要 な課 題 の一 つ で あ ろ う。 本 「白F7:」 は そ

れ を強 く主 張 す る もの であ り、 本 「白書」 へ の 賛 同

が 得 られ 、 そ の た めの 施 策 作 りに多 少 な り と も貢 献

で きれ ば幸 い で あ る。
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繋製麟織謙

イ ン ター ネ ッ ト英 日翻 訳 ソ フ ト

翻 訳 サ ー フ ィ ンV6
富士通株式会社

1.は じめ に

 発 売 以 来好 評 をい た だ い て お ります イ ン ター ネ ッ ト英 日翻 訳 ソ フ ト 「翻 訳 サ ー フ ィ ン」「翻 訳 サ ー フ ィ ン

+」 を、 この 度V6に バ ー ジ ョ ンア ップ い た しま した 。

 「翻 訳 サ ー フ ィンV6」 で は 、従 来の 機 能 を さ ら に洗 練 させ る と と も に基 本 辞 書 に4万 語 を追 加 し、 翻 訳

品 質が ・段 と向 ヒしま した 。 また 、 ツー ル バ ー の デザ イ ン変 更 や 、環 境 設 定 時 の ウ ィザ ー ド採 用 な ど、 よ り

快 適 な操 作 性 を実 現 して い ます 。

・・機能                  ●
2.1 業 界 最 高 水 準 の 翻 訳 品 質

 「翻訳 サ ー フ ィン」 は、 業界 トップ ク ラ ス を 誇 る 翻訳 ソ フ ト 「ATLAS」 の 翻 訳 エ ン ジ ンを搭 載 して い ま

す。 語H.を 把 握 しなが ら翻 訳 す る 「意味 処 理 方式 」 と豊富 な語 数 で 、高 精 度 な翻 訳 結 果 が 得 られ ます 。

また時 事用 語 を 中心 に 、基 本 辞 書 に4万 語 を追 加 。 従 来 の20万 語 か ら24万 語 に な り ま した 。最 新 の ニ ュ ー ス

記 事 も適 切 に訳 します 。

2.2ホ ーム ペ ー ジ翻 訳

 Internet Explorerま た はNetscape Navigatorと 連 携 し、 レ イア ウ トを保 存 した ま ま英 語 の ホ ー ム ペ ー ジ を 日

本 語 に 翻 訳 します 。 ペ ー ジ 中の ヘ ッダ、 リ ス ト、 リ ン ク部 分 の み を翻訳 対 象 に し、 す ば や くペ ー ジの概 要 が

つ か め る ア ウ トラ イ ン翻 訳 も 口∫能 で す 。 便 利 な辞 書 引 き機 能 や 部 分 翻訳 機 能 もあ ります 。

" '欄 鞭
,

藻幟  り閏_  .隔

師 獄1 日翻",⑳ 綴轟… 、

             禦一 ・撚締騨麟     売;塘騨'

     原文

⇒

訳文

2.2 ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳

2.3 巡 回 ・一括 翻 訳

 ス ケ ジュ ー ル され た 時 刻 に な る と、 あ らか じめ 指 定 され たペ ー ジ を 自動 的 に巡 回 ・ダ ウ ン ロ ー ドし、 翻 訳

します 。 巡 回 ス ケ ジュ ー ル は 、 月/週/日 の 任 意 の時 間 を設 定 で きます 。 ま た 、 ネ ッ トサ ー フ ィン しなが ら

ダ ウ ン ロー ドした フ ァ イル を 、 回線 切 断 後 に 一括 翻 訳 す る こ ともで き ます 。
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2.3  J巡[しjl ・  寸舌翻 「証乏

● … メール/ニ ュース翻訳
   %¥文 メー ル/ニ ュ ー ス を'受信 と同 時 に 翻 訳 し ま

  す 。V6か らは 、 メ ッセ ー ジの 差 出 人 に 加 え 、 メ

  ッセ ー ジ タ イ トル も翻 訳 対 象 と して指'定で きる よ

  うに な りま した 。 また 、受 信 済 み の メ ッセ ー ジ も

  メー ラ/ニ ュ ー ス リー ダLで 表 示 して 簡 単 に 翻 訳

  で きる よ うに な り ま した。
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2.4 メ ー ル ニ ュ ー ス翻 訳

  2.5 ク リ ップ ボ ー ド翻 訳

   訳 した い 部 分 を選択 し、 ク リ ップ ボ ー ドに コ ピ

● 一す・だけで手軽に翻訳実行 します・W・bブ ・
  ウザ 、 メモ 帳 、 ワー プ ロな ど、 あ らゆ る 英 文の 翻

  訳 が 可能 で す 。

.勤撚 顛 繊 螢 鰯賑 撚 蕪磯  a..              .鰍鯛薩_1㌔'                   ・.・' 鷺無聾、.'葦「

1鍵繋鍵難繋鍵鑑謙鍵響1繋雛雛雛
     , 加  弓航 卜 等  、●o'  1ゆ.噛 卿  嗣o 置 嚇    識

窩

い

象

・

幽

自

薗

・
a

Australia.

◎区瀞bGetbYi88 ・

←

壽饗u●PPεyb膠 網馴騰 舗 潜n～ul絢㊤伽 購駈b唇

qra側03腕 α1       ・ρu燃 ・

欝踊鋳灘雛 鷹島綴翫鰍

ヴ

、
奪

p
ヒ叢

」
護

、

飯
臨盒

酢

鐸'… τ「糊 噛"烹'鰯 …慣"ド等戦 縣'…'3獄 讐 鞍'璽導㌔灘 欝 篇蘂職 臓 惣、
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2.6Web検 索(「翻 訳 サ ー フ ィ ン十 」 の み)

 日本語 の キー ワー ドで 英 語 ホ ー ム ペ ー ジ を検 索 で きる機 能 で す 。 海 外 の8つ の メ ジ ャー なサ ー チ エ ン ジ ン

と連携 して い ます 。 検 索 結 果 の 英 語 を 日本 語 に翻 訳 す る こ と も簡 単 にで き ます 。
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2.6Web検 索

2.7Word連 携(「翻 訳 サ ー フ ィ ン十 」 の み)

 Wordの 画 面 に翻 訳 サ ー フ ィン の ツ ー ル バ ー を追 加 し、英 文 のWord文 書 を 日本 語 に 翻 訳 で き ます 。 メ ー

ル に添 付 され たWordの 文 書 も簡 単 に翻 訳 し ます 。

⇒

原文 訳文

2.7Word連 携

3.動 作 環 境

動 作 OS:Windows98,95,ま た はWindows NT4.0

デ ィス ク容 量 「翻訳 サ ー フ ィ ンV6」 55MB以 上/「 翻 訳 サ ー フ ィン+V6」 75MB以 上

必 要 メ モ リ 32MB以 ヒ(OS含 む)

価 格(税 別) 「翻 訳 サ ー フ ィ ンV6」  :11円/「 翻 訳 サ ー フ ィン+V6」 12,800円

対 応 ソ フ ト

  ブ ラ ウザ      Internet Explorer4.0/4.01/5。0/5.01

            NetscapeCommunicator4.Ox/4.5/4.6/4.7
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メ ー ラ

ニ ュ ー ス リ ー ダ

Outlook Express/Netscape Messenger/Outlook97,98,2000

そ の 他POP 3対 応 の メ ー ラ

(動 作 確 認 済 み の メ ー ラ に つ い て は 翻 訳 サ ー フ ィンの ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 卜'さい 。)

Outlook Express/Netscape Collabra

そ の 他NNTP対 応 の ニ ュ ー ス リ ー ダ

(動 作 確 認 済 み の ニ ュ ー ス リ ー ダ に つ い て は 翻 訳 サ ー フ ィ ン の ホ ー ム ペ ー ジ を ご

覧 下 さ い 。)

翻 訳 サ ー フ ィ ン ホ ー ム ペ ー ジ http:〃www.fmworld.ne.jp/surfing/

お 問 い 合 わ せ 先 富 士 通 株 式 会 社 シ ス テ ム販 売 推 進 統 括 部 第 三 販 売 推 進 部

        〒100-8211 東 京 都 千 代 田区 丸 の 内1-6-1(丸 の内 セ ン ター ビル)

             TEL:03-3216-7983

        受 付 時 間:月 ～金(祝 日除 く)9:00～12:00/13:00～17:00

会員執筆雑誌記事のご紹介

     AAMT会 員 の 山形 大 学 教 授 、 横 山先 生 が 「bit 2月 号 」 の 特 集 記 事 「言葉 と知 識」 に"言 語 デ ー

    タ と言 語 処 理"と い う タ イ トルで 執 筆 され ま した 。

     ネ ッ トワ ー クの 急 速 な普 及 や 、 本 を電 子 化 媒 体 で 供 給 しよ う とい う動 き に よ って 、n語 デ ー タが

    電 子 的 な形 で 容 易 に入 手 で き る よ う に な っ て き ま した 。

● 本稿では・特に・自然言語処理や鰍 翻訳にこれ・のデー・をどの・うに利用でき・か・い襯
    点 に絞 って 、 現 在 入 手 で きる デ ー タや 、 そ の 内 容 、 作 成 の 経 緯 な ど につ い て 詳 しく解 説 して い ます 。

*こ の記 事 に 関 して の ご意 見 や 、 ご感想 を是 非 下 記 の メー ル ア ドレス に お送 り ドさい 。

           山 形 大学 工学 博 士 横 山晶 一 先 生

           yokoyama@emtsun,yz.yamagata‐u.ac.jp
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新製鮎総鎌

      英 日 ・日英双方向翻訳 ソフ ト

コ リ ャ英 和!一 ・発 翻 訳 バ イ リ ン ガル

                          ロゴヴィスタ株式会社

1.は じめ に

 「コ リャ 英和!一 発 翻 訳 バ イ リ ンガ ル」 は英 日 ・

11英 双 方向 翻 訳 と 英 文'('1成に必 要 な機 能 を満載 した

ソフ トウ ェ アで す 。

 高 精 度LogoVistaエ ン ジ ン を新 た に 搭 載 し、 ホ ー

ム ペ ー ジの 翻 訳 機 能 や メ ー ル 翻 訳 機 能 、Office2000

の 各 ア プ リケ ー シ ョン ヒで の 翻 訳 機 能 を実現 。 また 、

例 文 集 や研 究 社 辞 典 を利 用 した 英作 文 も簡 単に 行 え

ます、,

 パ ー ソナ ル な場 面 だ けで な くビ ジ ネ スの場 で も ト

分 に お使 い い た だ け る コ ス トパ フ ォー マ ン スに 優 れ

た 、 新 し い コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル で す 。

2.新 機 能 ・主 な 特 長

・LogoVista 訳 エ ン ジ ン を 搭 載

      ・  シ櫛 歪.    殉   ._+羅 轟課   ゜'3

1暴器 鑛 ・雛 講 辮 如・・.㎞㎞ 副.繋.勇 鰻
z・ ・8・ 璽 鴎5"2・2ガz・ ～・ 菟 釦 認
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図1 Word2000上 の 日英 翻 訳
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 高 精 度 で 定 評 の あ るLogoVista翻 訳 エ ン ジ ン を搭

載 、,低 価 格 な が らLogoVista Xシ リ ー ズ に 迫 る 翻 訳

精 度 を 誇 り ます 。

・豊富 な 辞F彗:機 能

 英 日 翻 訳 用13万 語 、 日 英 翻 訳 用5.5万 語 の 翻 訳 辞

酵 を 搭 載 、 さ ら に ユ ー ザ 辞 醇 に 単 語 を 自 由 に 登 録 す

る こ と がnJ能 。 ま た 、 別 売 りの ロ ゴ ヴ ィ ス タ シ リ ー

ズ 馴1匡1辞Vii:t tを 使 用 す る こ と で 、 Li門 分 野 の 翻 訳 に も

柔 軟 に 対 応 し ま す 。 (EtoJ導 門 辞 書22分 野53万 語 、

JtoE専 門 辞 書27分 野81万 語 を コ ン ポ ー ネ ン ト販 売

に よ り分 野 ご と に 購 人nJ能 。)

・Office2000ア ド イ ン に 対 応

 Word2000,Exce12000,PowerPoint2000,0utlook2000,

Access2000、 FrontPage2000ヒ に ッ ー ル バ ー が ア ド イ

ン さ れ 各 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ヒで 直 接 翻 訳 が 可 能 で す 。

(Word98/97、 Excel97、 PowerPoint97、 一太 郎10/

9ヒ で も 可 能)

・メ ー ル 翻 訳 機 能

 Outlook2000ヒ の ア ド イ ン 翻 訳 機 能 を 利 用 す る こ

と で 英 文 メ ー ル の 翻 訳 や 英 作 文 がrl∫能 で す 。

 ま た 、Outlook Express5.0/4.01SP 2お よ び 、

Netscape Messenger4.05/4.06/4.5/4.6〆 「4.7に つ い て

は 自動 設定 に よ り メー ル翻 訳 機 能 を利 用 す る こ とで

受 信 した英 文 メー ルの 自動 翻 訳 が 可 能 で す 。 (その

他 、EudoraPro4.OJ・Outlook98/97な どの メー ラ につ

い て は受 信 サ ー バ の 設定 を手 動 で 行 うこ とに よ り可

能 で す。)

 翻 訳す る メー ル の条 件(差 出 人 ・題 名 な ど)を 設

定す る こ とで必 要 な メー ル だ け を翻 訳 す る こ とが 可

能 で す。

図2 0udook2000上 の メー ル翻 訳
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・最 新 ブ ラ ウ ザ で の 翻 訳 に 対 応

 Internet Explorer5.0、 Netscape Communicator4.7上

で の 翻 訳 に 対 応 。 ま た 、IE5.0で は メ ニ ュ ー に 翻 訳

ア イ コ ン が 追 加 さ れ 、 ボ タ ン の ク リ ッ ク だ け で ホ ー

ム ペ ー ジ の 翻 訳 が 可 能 で す 。 ま た 、 そ の 他 対 応 ブ ラ

ウ ザ で の 翻 訳 も 可 能 で す 。 (lnternet Explorer4.OISP

2,Netscape Communicator4.05/4.06/4.5/4.6/4.7)

 IE5.0で 翻 訳 エ ク ス プ ロ ー ラ バ ー で の 翻 訳 が 可 能

Internet Explorer5.0(4.01SP2)で は ブ ラ ウ ザLで

ホ ー ム ペ ー ジ を 見 な が ら 対 訳 翻 訳 や 辞 書 引 き が 可 能
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M a
  ・:彗嵩 駆 ・  'い幽  鴇 轟.曹瑠"脳 唱陪塞.・  ・.噌既 懲1

る便 利 な通 訳 ツ ー ルで す 。 日本 語 を入 力 す る とそ れ

を英 文 に翻 訳 し、 音 声 で 読 み ヒげ ます 。 そ れ に 対 す

る返 答 を相 手 に 英語 で 人力 して も らい 日本語 に 翻訳

し内 容 を理 解 します 。 そ れ を繰 り返 す こ とで 簡iiiな

コ ミュニ ケー シ ョンが ロ∫能 で す 。

・英 文 読 み ヒげ 機 能 を搭 載

 翻 訳 結 果 の 英文 や 、 辞,韮矧 き、例 文ブ ラ ウザ ヒで

ネ イテ ィブ に近 い 発flに よる 英 文読 み ヒげが ロ∫能 で

す 。

・英作 文 ヘ ル プ を搭 載

 英作 文 中 に 、 英 文法 や,彗:式を 調べ た り、挨 拶 の 決

ま り事 な ど を簡 単に検 索 で き ます 、,

・HP録[由iソ フ ト 「NetRecorder5 .1Lite」 を収 録

 ホ ー ム ペ ー ジ を 自動 巡 回 し録 画す る こ とで 、 イン

ター ネ ッ トに接 続 す る こ とな くオ フ ラ イ ンで ホ ー ム

ペ ー ジ を閲 覧 す る こ とがII∫能 に な り ます 。 もち ろ ん

オ フ ラ イ ンで 閲 覧 して い る と きで もコ リャ 英和!を

使 っ た ホ ー ム ペ ー ジの 翻 訳 が 可能 です 。

・翻 訳 エ デ ィタに よる 翻訳 もn)能 で す ,,

 翻訳 エ デ ィタ.L一で 英 文や 日本 語 の テ キ ス トデ ー タ

を読 み込 ん で 、 画 面Lで 文 章の編 集 を しなが ら翻 訳

図3 ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳

  で す 。 (lnternet Explorer4.01SP 2で は ・部 機 能 が 制

  限 され ます 。)

  ・研 究 社 新 英 和 ・和 英 中 辞 典 を搭 載

   英 和 ・和 英 辞 書 の ベ ス トセ ラー 、研 究 社 「新 英 和

● ・和英中職 」の電僻 書版を繍 ・英矛弾 語約・
   万 語 、和 英 単語 約7万 語 、 英 和 用 例 約8.3万 語 、

  和 英 用 例 約10万 語 の 豊 富 な 語 数 を収 録 し、 英 作 文 を

  サ ポ ー ト します 。 ま た 、TOEICテ ス ト600点 突 破 に

  重 要 な英 単 語861語 、英 熟 語588語 も収 録 し、TOEIC

  テ ス トの 合 格 を 目指 す 方 や 英 語 力 を ア ップ したい 方

  に も最 適 で す 。

  ・例 文 ブ ラ ウザ を搭 載

   英 作 文 に便 利 な例 文 を搭 載 。 ビ ジ ネ ス ・パ ー ソ ナ

  ル 向 け の ひ な 型331例 、 単文1327例 を カ テ ゴ リ別 に

  収 録 し、Word、 Out且ook、 一 発 翻 訳 エ デ ィ タへ 直 接

  例 文 を転 送 可 能 。

  ・パ ソコ ン上 で 筆 談 を実 現 す る 「通 訳 くん」 を搭 載

   外 国 人 との 筆 談 に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョンが で き

塩、、一、 襯 縫 勢鞭 照 聴鷲
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 図4 翻 訳 エ デ ィ タ(英 日 ・H英)

, ' 融・熊 切彫.測 【 罰'

 一 軍煽、1   ,

を 行 う こ と が 可 能 で す 。 ま た 、 エ デ ィ タ ヒで 訳 語 置

換 や ユ ー ザ 辞 書 へ の 登 録 も ロ∫能 で す 、,

3.動 作 環 境

・対 応OS:Windows2000/98/95/NT4 .0(SP3以 ヒ)

・必 要 メ モ リ:64MB以 ヒ(推 奨128MB)

・必 要HD容 量:120MB(フ ル イ ン ス トー ル)

・対 応 ブ ラ ウ ザ:lnternetExplorer5 .0/4.01SP2
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NetscapeCommunicator4.05/4.06/4.5/4.6/4.7

4.製 品 ラ イ ン ア ッ プ

・ 「コ リ ャ 英 和!・ 発 翻 訳 バ イ リ ン ガ ル 」

  9,800F`3

・ 「EtoJ専 門 辞 書Ver .3.0」(22分 野53万 語)

 29,800FIj

・ 「JtoE専 門 辞 書Ver .1.0」(27分 野81万 語)

 39,800円

・EtoJ!JtoE専 門 辞 書 コ ン ポ ー ネ ン ト販 売

  各 分 野3,000～10,000円

※ コ ンポ ー ネ ン ト販 売 で は 左 記 の 専 門 辞 書 を個 別 分

 野 別 にお 求 め 頂 け ます 。

5.お 問 い 合 わ せ 先

ロ ゴ ヴ ィ ス タ 株 式 会 社

TEL O3-5690-9167

FAX O 3-5690-1290

製 品 情 報http:〃www.logovista.co.jp

機械翻訳に関する雑誌記事

F記 雑誌に機械翻訳関連の記事が掲載されました。

雑誌名

「週 間 読 売」  1999年12月12日 号

「翻 訳 の 世 界 」 2000年1月 号

「週 間 ア スキ ー」2000年1/5-1/12日 号

「翻 訳 事 典」  2000年 度 版

題 名

同時通訳並み?自 動翻訳機の実力度

翻訳のためのPC活 用術

海外ウエブサイトを大攻略

翻訳ソフ ト大解剖!
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ホ ー ムペ ー ジ も英 文 メ ー ル も まる ご と翻 訳

   PocketTranser/ej eco
株式会社ノヴァ

  1.は じめに

   株式会社ノヴァは、1987年 の設立以来、一貫 して

  翻訳 ソフ トを開発 ・販売 してきたソフ トウェア開発

  会社です。主力製品の業務用翻訳ソフ ト、 トランサ

  ーのユーザの8割 は翻訳会社、企業の翻訳業務部署

  を中心 とする企業ユーザです。翻訳精度、対訳エデ

  ィタの操作性の良さ、他社の2倍 ～10倍 という圧倒

● 的な翻訳スピー ド・安定性で支持されてwま す・イ
  ンターネットの普及拡大により、翻訳ソフ トを使い

  たい個人ユーザが増加 しており、このたび、一般個

  人向けの低価格の翻訳ソフ トの開発 ・販売を行う事

  にな りました。

2.新 しい販 売 ス タ イル:ダ ウ ン ロ ー ド販 売

 店頭 で の パ ッケ ー ジ販 売 で は 、パ ッケ ー ジ/CD-

ROM1印 刷 され た マ ニ ュ ア ル な どの 原 価 コ ス トが

か か り、 また バ ー ジ ョ ンア ップ の た び に返 品 の リス

クが発 生 し ます 。 ダウ ンロ ー ドで翻 訳 ソ フ トを販 売

で きれ ば、 思 い き った 価 格 設 定 も可 能 に な り ます 。

た だ 、翻 訳 ソ フ トの 場 合 、 辞 書 の 容 量 が 大 きい の で

到 底 無 理 だ ろ う と言 わ れ て き ま した 。 登録 語 数が 多

けれ ば多 い 程 、 「未 知 語 」 は少 な くな り、 「訳 質」

も上 げ られ ます 。 バ ー ジ ョン ア ップ の た び に翻 訳 精

度 は着 実 に ア ップ します が 、 辞 書 の 語数 も拡 大 の 途

を辿 って き ま した 。

 一 般 の 人 が よ く使 う単 語 は、 せ いぜ い2万 ～3万

語 。5万 語 あ れ ば ほ と ん どの 英 語 ペ ー ジ を カ バ ー で

きます 。 ノ ヴ ァの 翻 訳 ソ フ トの 辞書 は 、重 要 語 、比

較 的 よ く使 わ れ る語..と い った 具 合 に管 理 され て

い ます 。 これ に見 直 しをか け、 ボ ケ トラ エ コ の辞 書

を作 成 し、 ダ ウ ン ロ ー ド可 能 な 辞書 サ イ ズが 実 現 し

ま した。 翻 訳 ソ フ トに対 しで 陵疑 的 なユ ーザ も、2

週 間 無 料 で 試 した後 に購 入 で き るの で 、気 軽 に ダウ

ンロ ー ドして 試 す 事 が で き ます 。

 エ コ とい う 名称 は 、経 済 的(economy)で 、環 境

英文ページをボタンひとつで翻訳

一39一



に や さ しい(ecological)と い う 意 味 の 命 名 で す 。

3.機 能 の ご紹 介

(1) 「翻 訳」 ボ タ ンは 、英 語 の ホ ーム ペ ー ジ を レ

  イア ウ トそ の ま まに翻 訳 します 。

(2)メ ー ル ソ フ トや ワ ー プ ロ ソ フ トか ら翻 訳 した

 い 場 合 は 、翻 訳 した い範 囲 を選 択 して か ら 「対

 訳 」 ボ タ ン を ク リ ッ クす る だ けで 、 対 訳 エ デ ィ

  タで 翻訳 開始 し ます。

(3)対 訳 エ デ ィタで は訳 語 対 応 や 別 訳 語 の 参 照 も

 マ ウ スで ク リ ッ クす る だ け です 。1文 だ けの 翻

 訳 、 複 数 文 の 翻訳 は文 番号 を ドラ ッグす る だ け

 で す 。

(4)汎 用 の 翻訳 ソ フ ト同様 、英 文 フ ァ イル を読 み

 込 み 翻 訳 で き ます 。

(5) 「辞 書 」 ボ タ ンは 、 単語 や熟 語 の訳 を知 りた

 い時 に便 利 で す 。

(6)驚 異的 な ス ピー ドで 英語 を 日本 語 に翻 訳 しま

 す 。

(7)未 知 語 は辞 書 登 録 が で き ます 。 名詞 、動 詞 、

 形 容 詞 、 副 詞 を簡 単操 作 で 登録 可能 です 。

(8)定 期 的 に ダ ウ ン ロー ドサ ー ビス を行 っ て い る

 新 語 辞 書 は無 料 で ダ ウ ン ロー ドで き ます 。

(9)句 や 節 を、 「フ レー ズ指 定 」 で ひ と く く りに

  して翻 訳 させ る こ とが で き ます 。

(10)翻 訳 しな くて も よい よ うな 名 詞句 な どは 「翻

 訳 しない 指 定 」 が で き ます 。翻 訳 精 度 が 向上 し

 ます 。

(11)翻 訳 結 果 を テ キ ス トと して保 存 で きます 。(原

 文 、 訳文 、対 訳)

(12)印 刷 で き ます。 プ レ ビュ ー もで きる の で必 要

 な 時 だ け 印刷 可能 です 。

4.価 格 お よび 動 作 環 境

価 格 :3,000円(税 抜 き)

OS  :Windows98/95/NT4.0(日 本 語 版)

 メモ リ:推 奨32MB以 上

HDD :英 日20MB以 上

 ダ ウ ン ロー ドフ ァ イル:約7MB以 上

対 応 ブ ラ ウザ:lnternet Explorer5.0(日 本 語 版)/

       4.0,NetscapeNavigator4.7/4.0(Q・

       本語版)

5.購 入 方 法

(1)ノ ヴ ァの ホ ー ム ペ ー ジか ら ダ ウ ン ロー ドす る 。

(2)ど ち らか の 販 売 サ イ トで シ リア ル ナ ンバ ー を

 購 入 す る。

 ※ニ フ ィ テ ィ会 員 向 け 、BIGLOBE会 員 向 け 、 一

 般 向 け な どの 販 売 サ イ トが あ ります 。

お 問 い 合 わ せ 先

株 式 会 社 ノ ヴ ァ http:〃www.nova.co.jp!

        03-5287-7570

o°o
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禽義鑛篠紀嶽

機械翻訳 はどこまで人間に迫れるか?

大阪大学 ・言語文化部 教授 成田

   旧 年10月 に 『AI JAPAN』(白 夜 書 房)と い う ム ッ

  ク版 季 刊 雑 誌 の 創 刊 号 に 「機 械 翻 訳 の 現 状 と研 究 の

  最 前 線 」 につ いて 執 筆 を依 頼 され た 。1月 出 版 との

  こ とだ っ たが 営 業 戦 略 か ら12月 に変 更 され 、 結 局 一

  ヶ月半 で16頁 を仕 上 げ る こ と に な っ た。 本 文 で も6

  ポ イ ン トの 活 字 で 注 釈 や デ ー タ は さ ら に細 か い 。 新

  書 版 な ら64頁 に相 当す る分 量 だ 。 市 販 の ソ フ トほぼ

・
  全ての最新版を用意 し、データを採る作業もこなす

  のだから極めてハー ドな仕事になった。96,97年 頃

  の翻訳ソフ トブームを背景に97年 に講談社の現代新

  書で 『パソコン翻訳の世界』を出版 したが、今年は

  再びブームになりそうな気配だ。 一般には専門知識

  があるとみられる新聞や雑誌の記者諸氏 も、テーマ

  を継続 して追っているわけでもないので誤解は少な

  からずある。 インタビューで話 したことが記事内容

  や構成にも反映され、読者への正 しい情報の解説に

  つながっているということで妥協 していたにしても、

  誰もが抱 く疑問や誤解に広範に応えてはなかったと

  感 じていた。今回はここ数年の機械翻訳や関連技術

  の研究、開発の情勢変化も踏まえ、どうにか疑問に

  応える機会になったと思う。

   タイトルは 『機械翻訳 はどこまで人間に迫れる

  か?』 というものにしたが、本文では比較の対象を

・  翻訳のプロではなく大学生とし文脈判断は読み手が

  するという前提で 「機械翻訳は人間を超えた」と書

  いた。実際のテキス ト翻訳例を見れば読者も納得す

  るはずだ。ただ、編集部が技術翻訳者に依頼 した課

  題文の訳をみると 「翻訳のプロ」と較べても負けて

  いないことが分かったのはうれ しい誤算だった。ソ

  フ トが正しく直訳 したのに翻訳者が深読み して原文

  とは違 う意味に訳 している文があったのだ。「意訳」

  のつもりが誤訳になっている。文脈的におかしいと

  ころは読み手が判断するという前提で 「機械翻訳は

  人間の翻訳者を超えた」 と言えるケースもあるのだ。

大手企業の文法 レベルの開発は大方が94年 段階に

留 まる が 、 開 発 を継続 して きた 企 業 で は着 実 に翻 訳

精 度 が 改 善 して い る 。 研 究 が急 激 に進 ん だ とい う こ

とで は な い が 、 トップ ク ラ スの ソ フ トにつ い て は ト

分 実 用 レベ ル に 到 達 した とr一っ て 良 い,,コ ラ ムで も

解 説 した が 、 用例 翻 訳 とい っ た従 来 の機 械 翻 訳 と は

違 った 原 理 の 翻訳 機 能 を 補完 的 に使 っ て訳 質 の 改 善

を図 る ソ フ トも増 え て い る 。

 音 声 認 識 ・合 成 な どの技 術 を動 員す る 「通 訳 シ ス

テ ム 」の研 究 で も進展 が み られ る。99年 秋 に はATR

が 「携 帯 電 話 に よる 通 訳」 に つ い て デ モ を発 表 しテ

レ ビで も取 りhげ られ た 。 語学 のrtit門家 に も 「lo年

後 には 通 訳 電 話 が 実 用 化 す る」 とい う印 象 を'∫・え た

が 、 これ は 実 態 とは 違 う。 「価 格 の 高 い 製 品 が精 度

も高 い の で は?」 「前 編 集 が 効 果 的 で は?」 とい っ た

質 問 は記 者 諸 氏 か ら も尋 ね られ る が 、価 格 は 戦略 に

過 ぎな い し、前 編 集 はい ら ない 。

 翻 訳 ソ フ トの 評 価 とい う と速 度 が 基 準 と され て き

たが 、96,97年 頃 の ハ ー ドよ り処 理 速 度 が3倍 近 く

も上 が っ て い る現 在 、速 度 は余 り意 味 を持 た な い 。

また 、操 作 し易 さ とい っ た 面で の 評 価 も各 社 が プ ロ

グ ラマ ー に対 応 させ てお り大差 は ない 。 あ とは 編 集

機 能 や 辞 書,用 例 検 索 の 充実 、訳 振 り、 読 み ヒげ な

どの付 加機 能 の違 い で 、 ソフ トを選 択 す る こ とが で

きるが 、誰 もが 抱 く疑 問 や誤 解 につ い て は 具体 的 事

例 を挙 げ て コラ ム で 解 説 した。

 この記事は一冊本のように機械翻訳に関する全て

の問題を扱 うわけにはいかないが、 ・般の読者が知

りたいと思う主要な関心事については情報を圧縮す

るような形でできるだけ詰め込んだつ もりだ。機械

翻訳のエ ッセンスが分かるだろう。

 なお 、 事 務 局 か ら ・般 読 者 か らの感 想 も紹 介 して

欲 しい とい う こ とだ っ たの で 、 編 集 部 に届 い た もの

を以 下 に記 載 す る。
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 ・(略)機 械 翻 訳 につ い て は 「ど うせ 、 ま と もな

訳が 得 られ な いの だろ う」 と大 型電 器店 に い っ て も

見ぬ ふ りを してい ま した が 、 これ ほ どの精 度 が あ る

とは 正直驚 きま した,,ま ず は 安 め の ソ フ トで も買 っ

て 試 してみ よ うか な、 と思 って ます 。 ・(略) 21

歳/学 生

 ・(略)や は り、価 格 の 違 い は翻 訳 エ ンジ ンに よ

る性 能 の差 で は なか った ん で す ね 。 ど う も、 友 人 の

安 価 な ソ フ トで も同 じ様 な 訳 が 得 られ る ん で 、 うす

うす そ う じゃ な いか と思 って た ん で す。 商売L手 だ

な と思 い ます け ど、 そ れ は ち ょ っ と誤 解 を招 き ます

よ。 メー カ ー はそ の あ た りを、 も う少 し考 え て ほ し

い です ね。 ・(略) 22歳/学 生

 ・(略)機 械 翻 訳 の ペ ー ジは 楽 し く読 ませ て い た

だ き ま した。 た だ 、 英語 以 外 の 翻訳 に 関 す る記 事 を

も うち ょっ とつ っ こん で や って ほ しか っ た で す ね。

私 は 英語 圏 以 外 の ネ ッ トをみ る 機 会 が 多 い もの です

か ら。 それ で は貴 誌 の ご健 闘 をお 祈 り して い ます 。

 27歳/会 社 員

 ・(略)機 械 翻 訳 の 執 筆 者 は成 田 教授 で した が 、

氏 の 著 作 は ち ょっ と本 屋 で 眺 め た こ とが あ ります 。

私 も 「コ リャ英 和!』 を使 用 して お ります が 、 い ま

の とこ ろ、 か な り くだけ た 文 章 の 訳 で なけ れ ば 、 あ

ま り不 満 はあ りませ ん。 原 文 英 語 と照 ら し合 わ せ れ

ば 、文 意 は容 易 に理 解 で き ます 。 しか し、 い つ か は

話 言 葉 で も フ レキ シ ブ ル な訳 が 機 械 で も得 られ る よ

うに な るの で し ょうか 。 そ れ は機 械 翻 訳 の 分 野 で は

手 にあ ま る こ とか も しれ ませ ん が 、 や っぱ り期待 し

て しま い ます ね 。 ・(略) 34歳/会 社 員

*こ の記事に関 してのご意見や、ご感想を是非下●

 記 の メー ル ア ドレ ス にお 送 り下 さい 。

大 阪 大 学 言 語 文 化 部 教 授 成 田 一 先 生

narita@lisa.lang.osaka‐u.ac.jp

i
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一
'99翻 訳 プ ロ ポ ー ザ ル フ ェ ア

(社)日 本翻訳連盟 事務局長 中野善之

 JTF翻 訳 祭 は、 平 成3年10月 に 第1回 が 開 催 され

て 以 来 、 平 成11年10月21日 で 第9回 目 を迎 え た 。本

翻 訳 祭 は今 や 日本 翻 訳 連 盟 に よる 一Lな恒 例 行 事 の 一

つ とな って い る 。

   今 回 は、 品 川 の コ ク ヨホ ー ル で 開 催 さ れ 、約200

  名 の 入場 者 を迎 え て 、 「大 変 革期 の 翻訳 は サ イバ ー

● ・ ・ ンテ ・ア をめ ざせ!」 ・い うテ ー マ で 情 報 共 有 ・
  トレー ニ ン グ、 ビ ジ ネス ・ス タ ン ダー ドの3つ の視

  点 か ら、 そ の 活 用 の 指 針 を提 案 した 。

 21世 紀 を迎 え 、 あ らゆ る業 界 で 変 革 ・再 編 が 行 わ

れ つ つ あ る。 企 業 が これ か ら 目指 す 場 所 は サ イバ ー

フ ロ ンテ ィ ア と呼 ば れ る ネ ッ トLの 市 場 ・ネ ッ ト活

用 の 世 界 で あ る。JTFが 旗 印 と な り、 「こ の 世 界 を

め ざ して 新 しい 業 界 の 形 を探 れ ない だ ろ うか?」 と

考 え、 日本 翻 訳 連 盟 発 信 型 の 形 で 翻 訳 祭 を行 っ た。

   「ス ピーチ プ ロ グ ラ ム」 で は、 各講 演 者 の 方 々 よ

  りサ イバ ー フ ロ ンテ ィア を キ ー ワ ー ドに3つ の 視 点

  か ら、 その 活 用 の指 針 が 提 案 され 、更 に21世 紀 に向

  け て の 「企 業 プ レゼ ンテ ー シ ョ ン」、個 人翻 訳 者 の交

  流 の場 とな る 「オ フ テ イ ン ミー テ ィ ン グ」、翻 訳 支 援

・  ツ ー ル な どを紹 介す る 「展 示 コ ー ナ ー」、翻 訳 家 志 望

  者 の た め の 「ガ イ ダ ンス コー ナ ー」、翻 訳 会社 と翻 訳

  者 の交 流 の場 で あ る 「コ ー デ ィ ネー タ コー ナ ー」 等

  を 設置 し、様 々 な 角度 か ら翻 訳 業 界 を ア ピー ル す る

  絶 好 の機 会 とな っ た 。 プ ロ グ ラム 終 了 後 は 交流 パ ー

  テ ィー が盛 大 に行 わ れ 、1999年 翻 訳 祭 は華 や か に幕

  を閉 じる こ とが で きた 。

 何 と言っても、今回の目玉はプロポーザルスピー

チであった。前述の3つ の視点から3名 の特別講演

者と4名 の会員に講演 して頂き、質疑応答の機会も

用意された。

 3名 の特別講演者のスピーチ概要のみ簡単に記述

する。

1.「 サ イバ ー フ ロ ンテ ィア を活 かす に は まず 表現

力」 つ くば 国際 大学 講 師 入部 明r氏

 サ イバ ー を活 用 し よ う と して も、伝 え る言 葉 が

つ た な い もの で あ れ ば 、 うま い コ ミュニ ケー シ ョ

 ンは で きな い。現 在 の 口本 人 翻 訳 者 に は 日本語(国

語)表 現 力 の弱 さが 目 疏っ て い る。 入部 先 生 は 著

書 「ア メ リカ の表 現 教 育 とコ ン ピュ ー タ」 で 、 英

語(国 語)教 育 の 一貫性 と、 内容 や 文法 よ りも感

動 を相 手 に伝 え る こ とを 重視 す る コ ミュニ ケー シ

 ョ ン型 の教 育 に つ い て 執筆 され て い る。 ア メ リ カ

の教 育 ・日本 の教 育 の 現状 を踏 ま え 、表 現 力 を身

に つ け る た め に 、 どの よ うな 方 策 を採 る必 要が あ

る か に つ い て 述 べ られ た 。

2. 「サイバー情報の利用と著作権」 国際法律専

 門家 ・弁護士 山ロー三恵r氏

 他人の権利を侵害 しないため、また翻訳者とし

 ての権利を守るためにも著作権は大変重要である。

 インターネットの普及とともに著作権の重要性は

高まりつつある。このような背景で、下記項目に

ついて述べられた。

 ・著作に伴って生ずる権利

 ・著作物

 ・著作権の保護を受けないもの

 ・条約

3. 「サ イバ ー フ ロ ンテ ィア時 代 とは?」 日本経

 済 新 聞 産 業 部 編 集 委員 関 口和 一 氏

 サ イバ ー フ ロ ンテ ィア とは何 か 。 サ イバ ー 革命

 の前 に マ ル チ メデ ィア 革命 と言 わ れ た 時 期 が あ っ

 た が 、 そ こ に イ ン ター ネ ッ トに象 徴 され る オー プ

 ンな通 信 ネ ッ トワー クが 出 て きて 、 デ ジ タ ル化 し

 た情 報 を遠 方 の 人 と も共 有 す る こ とが 可 能 と な っ

 た 。 直接 会 う こ とな く、 映像 を交 えて 遠 方 の 人 と

 交 渉 が 可 能 にな る空 間 、現 実 とは 異 な る別 の 新 し

 い 空 間 が コ ン ピ ュー タ と ネ ッ トワー ク上 に登 場 す

 る 。 これ が サ イバ ー フ ロ ンテ ィア で あ る。 これ を
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い か に 開拓 してい くか が 、21世 紀 に 課 せ られ た 新

しい課 題 で あ る。 これ を 「革 命 」 と よぶ所 以 と し

て以 下 の4つ が 挙 げ られ よ う。

1.パ ピル ス以 来 の メデ ィア革 命

2.グ ー テ ンベ ル グ以 来 の 印 刷 革 命

3.第4次 コ ン ピュー タ革 命

4.コ ロ ンブ ス以 来 の 新 市 場 の 創 造

 サ イバ ー スペ ー スの 特 徴 は、 時 間 と距 離 の概 念

が な い こ とだ。 更 に重 要 なの は そ こ には 重 力 が 無

い と言 う こ とだ。 これ まで はニ ュー トンが 発 見 し

た重 力 の法 則 が 、現 実 の 世 界 お よ び内 燃 機 関 な ど

の物 理 学 的仕 組 み を支 配 して き た。 しか し、 サ イ

バ ー スペ ー ス は全 く新 しい法 則 で 説 明 され な けれ

ば な らな い。

 な お 、講 演 集(7名 全 員 〉 は若 干 在 庫 が あ ります

の で 、 ご希 望 の方 は 、 (社)日 本 翻 訳 連 盟 にお 問 合

せ 下 さい。(Tel:03-3555-6365)

馨撚 難難

未納会費納入のお願い

 AAMTは 、会 員 の 皆 様 か らの 会 費 の み を運営 資 金 と して 、活 動 を行 って お ります 。

 '99年 度 も残 り少 な くな りま した が 、 会 費 を未 納 の 方 は 、 早 急 に納 入 くだ さい ます よ うお 願 い い

た します 。

振込先:① 東京三菱銀行

        名義人

    ②郵便振替

        名義人

六本木支店 普通預金口座

アジア太平洋機械翻訳協会

東京 00150-1-663538

アジア太平洋機械翻訳協会

1091515
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議務撮燕鰹瞬

協 会 活 動 報 告
C99イ ト7月 ～'99イ ト12月)

運 営 委 員 会 7月15日

10月7日

①第9回 通常総会のまとめ ②シンガポールサ ミットの準備

③MT白 書関連

①運営委員長交替の件 ②サ ミット関連

編 集 委 員 会 7月2日

12月17日

①AAMTジ ャー ナ ル 前,,の 反 省 ・次1ナの 企phj

② 第9回 通 常 総 会 の 報 告 ③ サ ミッ トの 準 備

④MT白 書 の編 集 と協 力

① 前 号 の 反 省 ② 次 号(28り ・)の 企 画

● 支術動向uJpJ委 員会

7月23日

9月8日

10月22目

ll月19日

12月20日

①MT市 場 調 査 イ ン タ ビュ ー状 況 ②MT白 詐 (3)サ ミ ッ トのilh備

①rlf場 調 査 状 況 ②MT白 書 ③ サ ミッ ト

①ili1'調 杏 状 況 ②MT白 書

① 市場 調 査 状 況 ②MT白 書

① 市場 調 査 状 況 ②MT自 書

市場動向調査委 員会  7112311

           9月8日

           10月22日

           11月19日

           12月20日

①MT rlf場調査インタビュー状況 ②MT r膚(3)サ ミットの準備

①MT市 場調査状況 ②MT白 書 ③サ ミット

①市場調査状況 ②MT白 爵:

① 市場調査状況 ②MT白 書

①市場調査状況 ②MT白 書

ネットワー ク翻 訳 研 究 会 11月18日 ①MT白 書 関連 ② 今 後 の,li個

イ ン タ ー ネ ッ トWG 12月3日

● 幾翻 訳膳WG 7月2日

7月23日

10月1日

10月29日

11月19「1

12月20日

①成果報告 ②今後の方針検討

③AAMT広 報の効率化 ・活性化検討

①MT白 書の取 りまとめについて

(詳細IJ次 案の確定)

①MT白 書の企画 ・スケジュール ・分担執筆の決定

②技術 ・市場 ・ネットワーク翻訳の各委員会からの担"iII次 の提出

③三菱総研への依頼事項 ④MTド 膚 発行H程 検1}」'

①執筆済み部分の原稿チェック ②各委員会からの担'1糊1分の提II㌔

③発行 日程

①新目次案検討 ・再編成 ②担,,,部分提出 ③発行日程

①原稿チェック ②担当部分提出 ③発行日程

①原稿チェック ②担当部分提川 ③発行日程

MT Summit VII実 行委員会  7月9日 (サ ミッ ト幹 事 会)① サ ミッ ト準 備 状 況 報 告 ・検 、討'

           9月2日 ① サ ミ ッ ト準 備 状 況 報 告 ・最 終 打 合 せ
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